
〒776-0010  徳島県吉野川市鴨島町鴨島155番地６
tel  0883-36-1442　fax  0883-36-1443
mail:kamojimacab@lci336a.org

● 用紙の大きさは、33×50cm以上50×60cm以下の画用紙を使用。
● ポスターには、どの言語であれ、言葉や数字を使ってはならない。
● 鉛筆・クレヨン・マジックペン・絵の具・チヨ－クなどを使うことができる。
● 立体作品は受け付けない。のり・テープ・ホッチキスなどいかなる物も添付できない。
● 応募作品は、郵送用の筒に巻いて入れられるように柔軟性のある物でなければならない。
● 生徒一人につき１点だけ提出できます。単独で描いたものに限ります。
● 写真を用いてはならない。コンピューターで制作してはならない。

応 募 規 程

応 募 締 切

2022年 11月 15日に
11歳、12歳または13歳になっている児童・生徒
（有資格の誕生日は2008年 11月 16日から2011年 11月 15日です。）

2022年 11月 15日（火）

応募できる方

◇テーマ

  思いやりのあるリーダーになろう

国際平和ポスターコンテスト
作品募集

第35回

2022～ 2023年度
ライオンズ国際協会
336-Ａ地区　鴨島キャビネット事務局

森
田

　結
心
（
も
り
た
　
ゆ
い
） 　　三
木
町
立
三
木
中
学
校
１
年

コ
メ
ン
ト
：
も
し
私
が
女
神
な
ら
、
ど
の
国
の
ど
の
人
も
助
け
た
い
。

皆
さ
ん
の
心
の
中
の
女
神
は
ど
う
で
す
か
？

ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
：
三
木
さ
ぬ
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

第33回336-A地区最優秀賞ライオンズ国際平和ポスター・コンテストをスポンサーしてくださり、あり
がとうございます !このコンテストは、地域の子どもたちと共に、平和、寛容
さ、国際理解を推進する素晴らしい機会です。平和を考え、それが自分たち
にとって何を意味するかを独創的に表現し、その独自のビジョンを世界の
人々と分かち合うことを、11歳から13歳の子どもたちに奨励します。

平和ポスター・コンテストの審査
各ポスターは、独創性、芸術性、テーマをどう表現しているかについて審査
されます。ポスターは、地域、地区、複数地区、そして国際的なレベルと、いく
つかの段階で審査されます。国際レベルでは、芸術、平和、青少年、教育、マ
スコミの各分野から選ばれた審査員が、1人の大賞受賞者と23人の優秀
賞受賞者を決定します。

●1名の国際大賞受賞者には5,000ドルが授与され、特別授賞式に招待
　されます。
●23名の優秀賞受賞者には、それぞれ50米ドルの賞金と表彰状が贈ら
　れます。
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I N D E X

■ ガバナー・地区役員挨拶 

336-A 地区ガバナースローガン
国際会長テーマ

336-A 地区ガバナー 所信
336-A 地区ガバナー 運営基本方針
336-A 地区副地区ガバナー
336-A 地区名誉顧問会
336-A 地区キャビネット幹事／会計
336-A 地区コーディネーター
リジョン・チェアパーソン
ゾーン・チェアパーソン
チーム・常設委員会

地区年次大会のご案内
ライオンズクラブ国際協会 336-A 地区 会議計画表
地区ガバナーズ・アワードについて
地区ガバナーズ・アワードの種類
336-A 地区組織表
周年行事予定
地区ガバナー公式訪問
336-A 地区会員現況
キャビネットスタッフ・編集後記

表紙 2
1

2
3
4
5
6
7
10
13
20

24
25
26
27
28
30
31
32

表紙 3

ガバナーキーワード

不易流行

336-A地区　2022～2023年度
ガバナースローガン

感謝を込めてウィサーブ

ライオンズクラブ国際協会336-A地区

地区ガバナー　市村  通夫

　6月22日成田からバンクーバーを経由しモントリオールに到着。6月23日から
２日間のエレクトセミナーを受講し、第104回国際大会において、国際会長が
宣誓を行い、蔵本前ガバナーが私の胸のエレクトリボンを取った時、ガバナー
就任となりました。
　この時の感動を忘れずこれから１年間、336－A地区のために感謝を込めて、
全力で頑張ります。

2022～2023年度
ライオンズクラブ国際協会会長

国際会長テーマ
We Serve
（我々は奉仕する）

国際会長メッセージ
Together We Can

（皆でやればできる）

ブライアン E. シーハン

■ 情　報 

国
際
会
長
テ
ー
マ

3
3
6
―
A
地
区
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン

We Serve
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国
際
会
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ー
マ
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ガ
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ナ
ー
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ロ
ー
ガ
ン
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6 5◇
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問

　
リ
ジ
ョ
ン
単
位
で
行
い
ま
す
。

◇
ガ
バ
ナ
ー
御
礼
例
会
訪
問

　
新
会
員
で
新
会
員
が
3
名
以
上
お
ら
れ

る
入
会
式（
例
会
）に
は
ご
希
望
が
あ
れ
ば

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

◎地区情報センターの設置
　キャビネット事務局運営の経験者からなる地区情報センターを立上げ、鴨島キャビネット事務局と役割分担し各クラブの皆様を
サポートすることとします。
・名称：ライオンズクラブ国際協会336－A地区情報センター　　・住所：香川県高松市一宮町1170－29

　
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
チ
ー
ム

（
G
A
T
）は
、各
ク
ラ
ブ
で
会
員
増
強
が
促

進
さ
れ
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
奉
仕
を
通

じ
て
地
域
社
会
で
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
知
名
度

が
高
ま
り
、
力
強
く
革
新
的
な
リ
ー
ダ
ー

が
育
成
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

保
健
福
祉

　
献
眼
協
力
、
献
腎
協
力
、
臓
器
提
供
意
思

表
示
カ
ー
ド
、
献
血
協
力
、
骨
髄
バ
ン
ク
、

骨
髄
提
供
の
推
進
（
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
と
の
協
力
、献
血
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
）

　
社
会
福
祉
の
推
進
・
薬
物
乱
用
防
止
活

動
の
推
進（
研
修
会
の
開
催
等
）

　
糖
尿
病
防
止
活
動
の
推
進
（
研
修
会
の

開
催
等
）

環
境
保
全

　
環
境
改
善
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
花
樹
育
成
の

推
進
、
奉
仕
事
業
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
へ

の
参
加

Y
C
E
、
国
際
関
係
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
レ
オ
委
員
会

5
第
69
回
地
区
年
次
大
会

6 　
Y
C
E
・
国
際
関
係
に
つ
い
て
、
前
期

に
リ
モ
ー
ト
で
の
交
流
会
を
し
ま
し
た

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
版
を
計
画

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
レ
オ
に
つ
い
て
は
、
ア
ラ
ー

ト
に
特
化
し
た
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
目
指
し

ま
す
。学
び
合
い
、ア
ラ
ー
ト
対
応
が
し
や

す
い
環
境
を
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
整
え

支
援
を
す
る
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
災
害
復
興
支
援
を
お
こ
な
う

こ
と
は
継
続
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

の
四
国
を
支
え
る
若
い
人
材
の
育
成
を
支

援
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
過
ぎ
て
、
全
面
的
に
日
常

が
戻
り
、対
面
式
の
例
会
が
開
催
で
き
る
こ

と
を
願
い
準
備
。地
元
鴨
島
で
の
開
催
を

計
画
し
ま
す
。

　
M
C
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
）
の
具
体
策
と
し
て
は
、
ク
ラ

ブ
会
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
、

地
域
の
メ
デ
ィ
ア
・
行
政
等
へ
の
情
報
発

信
な
ど
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
も
の

と
す
る
。こ
れ
ら
の
施
策
を
各
ク
ラ
ブ
に
お

い
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
一
般

の
方
々
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
認
知
度

を
よ
り
高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

　
地
区
誌
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
７
・
11
・

３
・
６
月
の
４
回
を
計
画

1234
環
境
保
全
・

保
健
福
祉
委
員
会

4 ①
子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援

②
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の
支
援

③
L
C
I
F
に
つ
い
て

　（
地
区
の
目
標
4
0
0
、0
0
0
ド
ル
）

④
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
の
セ
ミ
ナ
ー
や

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

⑤
L
C
I
F
交
付
金
を
活
用
推
進

⑥
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
参
加
推
進

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
こ
れ
か
ら
の
活
動
運
営
、
展
望
等
の

危
機
感
か
ら
改
め
て
、
G
M
A
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

　① 

新
ク
ラ
ブ
を
作
る
チ
ー
ム

　② 

新
会
員
を
つ
の
る
チ
ー
ム

　③ 

会
員
の
満
足
度
を
応
援
す
る
チ
ー
ム

1
　地
区
G
M
A
の
推
進

　
「
子
ど
も
食
堂
」
は
子
ど
も
の
貧
困
対
策
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
の
交
流
拠
点
の
場
で
す
。
既
に
子
ど
も
食
堂
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
ク
ラ
ブ
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

今
期
は
3
3
6
―
A
地
区
全
ク
ラ
ブ
が
「
子
ど
も
食
堂
」

へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」の
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

「
子
ど
も
食
堂
」の
支
援
に
も
繋
が
り
ま
す
。

2
　子
ど
も
食
堂
及
び
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の
支
援

　
L
C
I
F
は
会
員
増
強
と
並
ぶ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

重
要
な
柱
で
す
。今
期
の
地
区
目
標
で
あ
る
4
0
0
、0
0
0

ド
ル
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
全
員
の

L
C
I
F
へ
の
寄
付
、及
び
M
J
F（
1
、0
0
0
ド
ル
）寄

付
者
の
維
持
及
び
増
強
を
目
標
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、ク
ラ
ブ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
活
用
し
て
有
意
義
な

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
う
。

3
　L
C
I
F
に
つ
い
て（
地
区
目
標
4
0
0
、0
0
0
ド
ル
）

　
日
本
ア
ラ
ー
ト
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、こ
れ
を
受
け
て

8
複
合
地
区
で
も
ア
ラ
ー
ト
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
。地

区
で
も
独
立
し
た
ア
ラ
ー
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、最
終

的
に
は
、全
ク
ラ
ブ
に
ア
ラ
ー
ト
委
員
会
が
設
立
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

4
　ア
ラ
ー
ト
チ
ー
ム
活
動
基
本
方
針

① 

奉
仕
報
告
を
マ
イ
・
ラ
イ
オ
ン
で
行
う
こ
と
を
習
慣
づ
け
る

② 

M
y
L
C
I
を
活
用
す
る

5
　デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム 

　
　
　
　
　
　
　活
動
方
針

（D
igital

  T
ransform

ation

）

地区活動基本計画

委員会活動基本方針

地
区
G
A
T
・

G
M
A
・
会
則
委
員
会

1
M
C
・
地
区
誌
編
集
委
員
会

2
青
少
年
・
L
C
I
F
・

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
会

3

　ライオンズクラブ国際協会は、今年度106年目を迎えます。3年前からコロナ禍で

人々の行動や価値観は大きく変化しております。特に人とのコミュニケーション、

行動に大きく影響があったと感じております。違う見方をすれば人と接し、心の温

かさに触れた時は心が動き、なにげないことにも深く感謝できる世の中になったと

言えます。

今の時代だからこそできる奉仕があると思います。

　私のスローガン“感謝を込めてウィサーブ”ですが、16年前に胃がんにかかり大変

な思いをしましたが、皆様のおかげでこれまでやってこられました。そのお返しに

残された人生、ライオンズを通して社会に恩返しするつもりです。

　キーワードの“不易流行”は時代にあったことをしないといけない。106年たった

ライオンズも変えたらいけないもの、変えなければいけないものを見極め、行動する

必要があろうかと思います。

　ライオンズのこれからの活動運営、展望等に特に今年度シーハン国際会長は大変

ライオンズクラブに危機感を感じており、改めてGMAを立ち上げます。

　具体的には　　１．新クラブを作るチーム

　　　　　　　　２．新会員をつのるチーム

　　　　　　　　３．会員の満足度を応援するチーム

　ライオンズの永遠のテーマは会員増強とLCIFです。最大の目標は“ウィサーブ”

であり皆さんご承知のことと思います。私はライオンズ2世で父の遺志を継いでライ

オンズクラブに入会して現在に至っております。

　各単一クラブは会長を中心として新しいことにチャレンジして下さい。1年間改革

に努力してみて下さい。必ずクラブの未来は大きく発展することになるでしょう。

単一クラブには国際協会、理事会の方針に従うことを前提として自治権があります。

現状打破にチャレンジして下さい。そのことが次世代の貢献となるはずです。私も

頑張る所存です。宜しくご指導お願いいたします。

“感謝を込めてウィサーブ”

ライオンズクラブ国際協会336-A地区

地区ガバナー　市村  通夫

3
3
6
―
A
地
区
ガ
バ
ナ
ー

　運
営
基
本
方
針

3
3
6
―
A
地
区
ガ
バ
ナ
ー

　所
信

3 地区誌 しこく 第119号 2



6 5◇
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問

　
リ
ジ
ョ
ン
単
位
で
行
い
ま
す
。

◇
ガ
バ
ナ
ー
御
礼
例
会
訪
問

　
新
会
員
で
新
会
員
が
3
名
以
上
お
ら
れ

る
入
会
式（
例
会
）に
は
ご
希
望
が
あ
れ
ば

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

◎地区情報センターの設置
　キャビネット事務局運営の経験者からなる地区情報センターを立上げ、鴨島キャビネット事務局と役割分担し各クラブの皆様を
サポートすることとします。
・名称：ライオンズクラブ国際協会336－A地区情報センター　　・住所：香川県高松市一宮町1170－29

　
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
チ
ー
ム

（
G
A
T
）は
、各
ク
ラ
ブ
で
会
員
増
強
が
促

進
さ
れ
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
奉
仕
を
通

じ
て
地
域
社
会
で
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
知
名
度

が
高
ま
り
、
力
強
く
革
新
的
な
リ
ー
ダ
ー

が
育
成
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

保
健
福
祉

　
献
眼
協
力
、
献
腎
協
力
、
臓
器
提
供
意
思

表
示
カ
ー
ド
、
献
血
協
力
、
骨
髄
バ
ン
ク
、

骨
髄
提
供
の
推
進
（
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
と
の
協
力
、献
血
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
）

　
社
会
福
祉
の
推
進
・
薬
物
乱
用
防
止
活

動
の
推
進（
研
修
会
の
開
催
等
）

　
糖
尿
病
防
止
活
動
の
推
進
（
研
修
会
の

開
催
等
）

環
境
保
全

　
環
境
改
善
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
花
樹
育
成
の

推
進
、
奉
仕
事
業
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
へ

の
参
加

Y
C
E
、
国
際
関
係
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
レ
オ
委
員
会

5
第
69
回
地
区
年
次
大
会

6 　
Y
C
E
・
国
際
関
係
に
つ
い
て
、
前
期

に
リ
モ
ー
ト
で
の
交
流
会
を
し
ま
し
た

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
版
を
計
画

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
レ
オ
に
つ
い
て
は
、
ア
ラ
ー

ト
に
特
化
し
た
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
目
指
し

ま
す
。学
び
合
い
、ア
ラ
ー
ト
対
応
が
し
や

す
い
環
境
を
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
整
え

支
援
を
す
る
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
災
害
復
興
支
援
を
お
こ
な
う

こ
と
は
継
続
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

の
四
国
を
支
え
る
若
い
人
材
の
育
成
を
支

援
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
過
ぎ
て
、
全
面
的
に
日
常

が
戻
り
、対
面
式
の
例
会
が
開
催
で
き
る
こ

と
を
願
い
準
備
。地
元
鴨
島
で
の
開
催
を

計
画
し
ま
す
。

　
M
C
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
）
の
具
体
策
と
し
て
は
、
ク
ラ

ブ
会
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
、

地
域
の
メ
デ
ィ
ア
・
行
政
等
へ
の
情
報
発

信
な
ど
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
も
の

と
す
る
。こ
れ
ら
の
施
策
を
各
ク
ラ
ブ
に
お

い
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
一
般

の
方
々
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
認
知
度

を
よ
り
高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

　
地
区
誌
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
７
・
11
・

３
・
６
月
の
４
回
を
計
画

1234
環
境
保
全
・

保
健
福
祉
委
員
会

4 ①
子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援

②
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の
支
援

③
L
C
I
F
に
つ
い
て

　（
地
区
の
目
標
4
0
0
、0
0
0
ド
ル
）

④
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
の
セ
ミ
ナ
ー
や

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

⑤
L
C
I
F
交
付
金
を
活
用
推
進

⑥
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
参
加
推
進

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
こ
れ
か
ら
の
活
動
運
営
、
展
望
等
の

危
機
感
か
ら
改
め
て
、
G
M
A
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

　① 

新
ク
ラ
ブ
を
作
る
チ
ー
ム

　② 

新
会
員
を
つ
の
る
チ
ー
ム

　③ 
会
員
の
満
足
度
を
応
援
す
る
チ
ー
ム

1
　地
区
G
M
A
の
推
進

　
「
子
ど
も
食
堂
」
は
子
ど
も
の
貧
困
対
策
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
の
交
流
拠
点
の
場
で
す
。
既
に
子
ど
も
食
堂
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
ク
ラ
ブ
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

今
期
は
3
3
6
―
A
地
区
全
ク
ラ
ブ
が
「
子
ど
も
食
堂
」

へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」の
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

「
子
ど
も
食
堂
」の
支
援
に
も
繋
が
り
ま
す
。

2
　子
ど
も
食
堂
及
び
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の
支
援

　
L
C
I
F
は
会
員
増
強
と
並
ぶ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

重
要
な
柱
で
す
。今
期
の
地
区
目
標
で
あ
る
4
0
0
、0
0
0

ド
ル
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
全
員
の

L
C
I
F
へ
の
寄
付
、及
び
M
J
F（
1
、0
0
0
ド
ル
）寄

付
者
の
維
持
及
び
増
強
を
目
標
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、ク
ラ
ブ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
活
用
し
て
有
意
義
な

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
う
。

3
　L
C
I
F
に
つ
い
て（
地
区
目
標
4
0
0
、0
0
0
ド
ル
）

　
日
本
ア
ラ
ー
ト
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、こ
れ
を
受
け
て

8
複
合
地
区
で
も
ア
ラ
ー
ト
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
。地

区
で
も
独
立
し
た
ア
ラ
ー
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、最
終

的
に
は
、全
ク
ラ
ブ
に
ア
ラ
ー
ト
委
員
会
が
設
立
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

4
　ア
ラ
ー
ト
チ
ー
ム
活
動
基
本
方
針

① 

奉
仕
報
告
を
マ
イ
・
ラ
イ
オ
ン
で
行
う
こ
と
を
習
慣
づ
け
る

② 

M
y
L
C
I
を
活
用
す
る

5
　デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム 

　
　
　
　
　
　
　活
動
方
針

（D
igital

  T
ransform

ation

）

地区活動基本計画

委員会活動基本方針

地
区
G
A
T
・

G
M
A
・
会
則
委
員
会

1
M
C
・
地
区
誌
編
集
委
員
会

2
青
少
年
・
L
C
I
F
・

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
会

3

　ライオンズクラブ国際協会は、今年度106年目を迎えます。3年前からコロナ禍で

人々の行動や価値観は大きく変化しております。特に人とのコミュニケーション、

行動に大きく影響があったと感じております。違う見方をすれば人と接し、心の温

かさに触れた時は心が動き、なにげないことにも深く感謝できる世の中になったと

言えます。

今の時代だからこそできる奉仕があると思います。

　私のスローガン“感謝を込めてウィサーブ”ですが、16年前に胃がんにかかり大変

な思いをしましたが、皆様のおかげでこれまでやってこられました。そのお返しに

残された人生、ライオンズを通して社会に恩返しするつもりです。

　キーワードの“不易流行”は時代にあったことをしないといけない。106年たった

ライオンズも変えたらいけないもの、変えなければいけないものを見極め、行動する

必要があろうかと思います。

　ライオンズのこれからの活動運営、展望等に特に今年度シーハン国際会長は大変

ライオンズクラブに危機感を感じており、改めてGMAを立ち上げます。

　具体的には　　１．新クラブを作るチーム

　　　　　　　　２．新会員をつのるチーム

　　　　　　　　３．会員の満足度を応援するチーム

　ライオンズの永遠のテーマは会員増強とLCIFです。最大の目標は“ウィサーブ”

であり皆さんご承知のことと思います。私はライオンズ2世で父の遺志を継いでライ

オンズクラブに入会して現在に至っております。

　各単一クラブは会長を中心として新しいことにチャレンジして下さい。1年間改革

に努力してみて下さい。必ずクラブの未来は大きく発展することになるでしょう。

単一クラブには国際協会、理事会の方針に従うことを前提として自治権があります。

現状打破にチャレンジして下さい。そのことが次世代の貢献となるはずです。私も

頑張る所存です。宜しくご指導お願いいたします。

“感謝を込めてウィサーブ”

ライオンズクラブ国際協会336-A地区

地区ガバナー　市村  通夫

3
3
6
―
A
地
区
ガ
バ
ナ
ー

　運
営
基
本
方
針

3
3
6
―
A
地
区
ガ
バ
ナ
ー

　所
信

3 地区誌 しこく 第119号 2



１
、
最
近
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
構
成
員
の
職
務

　

各
種
団
体
の
ト
ッ
プ
の
仕
事
の
内
容
が
、
名
誉
職

か
ら
実
務
家
へ
変
遷
し
て
い
る
今
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
各
役
職
の
職
務
内
容
も
同
様
に
成
果
を
伴
う

よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
ご
案
内
の
と

お
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
役
員
任
期
は
１
年
で

す
。こ
の
１
年
間
に
そ
の
役
職
を
全
う
す
る
こ
と
が
、

３
３
６
︱
Ａ
地
区
全
体
の
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ

る
礎
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
慮
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

ガ
バ
ナ
ー
職
は
そ
の
ト
ッ
プ
と
し
て
四
国
島
内

１
３
７
ク
ラ
ブ
を
鳥
瞰
し
な
が
ら
、
飛
び
回
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
さ
し
ず
め
ラ
イ
オ
ン
に
羽
を
取
り
付

け
た
〝
イ
ー
グ
ル
ラ
イ
オ
ン
〟（
イ
ン
ド
神
話
の
シ
ャ

ル
ベ
ー
シ
ャ
）
な
る
こ
と
だ
と
認
識
致
し
て
お
り
ま

す
。
そ
う
す
る
と
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
は
〝
イ
ー

グ
ル
ラ
イ
オ
ン
〟
に
遅
れ
な
い
よ
う
、
絶
え
ず
そ
の

後
方
に
い
て
、
い
つ
い
か
な
る
と
き
で
も
〝
イ
ー
グ

ル
ラ
イ
オ
ン
〟
を
支
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

２
、
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
今
期
の
活
動

　

今
期
市
村
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
活
動
基
本
方
針
は

　
　
「
感
謝
を
込
め
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」

　

ガ
バ
ナ
ー
キ
ー
ワ
ー
ド
は

　
　
「
不
易
流
行
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
期
は
コ
ロ
ナ
収
束
を
願
い
つ
つ
、
主
と
し
て
会

員
増
強
が
一
番
の
事
業
と
な
り
ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
は
「
社
会
奉
仕
」
を
第
一
義
に
掲
げ
て
お
り

ま
す
。
た
だ
し
、
一
人
で
は
小
さ
な
「
社
会
奉
仕
」

し
か
で
き
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
会
員
で
大
き
な
社

会
奉
仕
が
出
来
る
こ
と
こ
そ
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
会
員
の
醍
醐
味
で
あ
る
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　

各
ク
ラ
ブ
の
社
会
奉
仕
事
業
も
た
く
さ
ん
の
会
員

が
参
加
す
れ
ば
盛
り
上
が
り
、
そ
れ
以
上
に
各
ゾ
ー

ン
や
各
リ
ジ
ョ
ン
の
ク
ラ
ブ
が
集
ま
れ
ば
、
も
っ
と

も
っ
と
大
き
な
社
会
奉
仕
が
出
来
、
社
会
に
対
す
る

イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後

の
会
員
個
々
の
満
足
感
・
達
成
感
も
よ
り
大
き
な
も

の
と
な
り
得
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
か
ら
も
、
会
員
増
強
は
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
は
大
変
大
切
な
も
の
で
あ
る

と
確
信
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

３
、
Ｇ
Ｍ
Ａ
の
活
動

　

今
期
か
ら
正
式
に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
メ
ン
バ
ー
シ
ッ

プ
・
ア
プ
ロ
ー
チ（
Ｇ
Ｍ
Ａ
）が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。

「
ア
プ
ロ
ー
チ
」
は
「
集
ま
っ
て
く
る
」
と
い
う
意

味
だ
そ
う
で
す
。
是
非
各
ク
ラ
ブ
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
人
が
集
ま
っ
て
く
る
活
動
を
行
な
い
な
が
ら
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
知
っ
て
頂
き
、
そ
の
活
動
に

賛
同
し
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
い
き
な
り
入
会
を
勧
め
る
の
で
は

な
く
、
手
前
に
支
部
ク
ラ
ブ
な
ど
ス
ペ
シ
ャ
ル
ク
ラ

ブ
な
ど
を
通
じ
て
、
入
会
ま
で
の
道
を
考
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

４
、「
か
わ
せ
み
」

　

今
期
の
市
村
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
イ
メ
ー
ジ
マ
ス

コ
ッ
ト
は
、
吉
野
川
市
の
象
徴
の
鳥
で
あ
り
ま
す

「
か
わ
せ
み
」
で
す
。「
か
わ
せ
み
」
は
そ
の
繁
殖
期

に
は
オ
ス
が
餌
を
取
っ
て
き
て
メ
ス
に
食
べ
さ
せ
る

そ
う
で
す
。
ま
さ
し
く
市
村
ガ
バ
ナ
ー
の
優
し
さ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
レ
デ
ィ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
こ
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

男
性
会
員
は
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
と
し
て
、
女
性
会

員
は
レ
デ
ィ
と
し
て
、
紳
士
淑
女
の
社
会
奉
仕
団
体

と
し
て
1
年
間
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

　

4
月
24
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
地
区
年

次
大
会
に
於
き
ま
し
て
、
第
二
副
地
区　
　

ガ
バ
ナ
ー
に
選
任
頂
き
ま
し
た
５
Ｒ
︱

１
Ｚ
坂
出
白
峰
Ｌ
Ｃ
所
属
の
石
井
淑
雄

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
期
、
市
村
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は

「
感
謝
を
込
め
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」
そ
し

て
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
不
易
流
行
」
で
あ

り
、
誠
に
時
宜
を
得
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
２
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
胸
に
刻

み
、
３
３
６
︱
Ａ
地
区
発
展
の
合
言
葉

と
し
活
動
し
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　

更
に
は
山
崎
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

の
ご
指
導
を
仰
ぎ
つ
つ
市
村
ガ
バ
ナ
ー

を
全
力
で
お
支
え
し
て
参
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
実
を
得
る
べ
く
多
く
の
会
合
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
沢
山
の
会
員

様
と
認
識
と
情
報
を
共
有
し
、
楽
し
く

絆
を
深
め
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　

入
会
し
て
35
年
、
そ
の
間
Ｍ
Ｄ
事
務

局
運
営
委
員
長
等
多
く
の
お
役
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
沢
山
の
知
己
を
得
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
お
り

ま
し
た
が
、
６
月
５
日
開
催
次
期
ク
ラ

ブ
三
役
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
日
進
月
歩
の
激
震

が
走
り
ま
し
た
。

　

も
っ
と
も
っ
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
を
深
堀

り
し
な
け
れ
ば
と
心
を
駆
り
立
て
て
く

れ
ま
し
た
。

　

私
に
と
り
ま
し
て
誠
に
意
義
あ
る
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
ま
し
た
。

精
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

第一副地区ガバナー

山﨑　勝彦
（高　知）

第二副地区ガバナー

石井　淑雄
（坂出白峰）

第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー 

挨
拶

第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー 

挨
拶

第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
就
任
に
あ
た
り

3
3
6
︱
A
地
区
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
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2
0
2
1
年
、
バ
ー
チ
ャ
ル
国
際
大
会

が
シ
カ
ゴ
の
国
際
本
部
主
導
で
行
わ
れ
、
国

際
会
長
に
選
ば
れ
た
ば
か
り
の
ダ
グ
・
ア
レ

キ
サ
ン
ダ
ー
に
「
誓
い
ま
す
」
と
自
室
の
パ

ソ
コ
ン
画
面
に
向
か
っ
て
言
う
と
、
私
は

3
3
6
︱
A
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
認
証
さ

れ
た
。
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
の
に
、

で
あ
る
。中
国
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
、

当
初
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
感
染
症
ウ
イ
ル
ス

C
o
v
i
d
︱
19
は
多
く
の
変
異
を
遂
げ
、

あ
ま
り
に
も
多
く
の
死
者
を
出
し
過
ぎ
た
。

日
本
で
は
2
0
2
0
年
2
月
に
日
本
に
上
陸

し
た
後
瞬
く
間
に
全
国
に
広
が
り
、
人
々
に

恐
怖
を
植
え
付
け
な
が
ら
い
ま
だ
に
終
焉
し

て
い
な
い
。

　

2
0
2
2
年
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
国

際
大
会
は
カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
対

面
と
ウ
エ
ブ
で
開
催
さ
れ
る
。
現
地
出
席
者

だ
け
で
、
次
期
の
第
3
国
際
副
会
長
の
選
挙

を
す
る
の
だ
。
現
時
点
で
、
日
本
出
国
は
ワ

ク
チ
ン
接
種
3
回
証
明
で
チ
ェ
ッ
ク
な
し

だ
が
、
カ
ナ
ダ
か
ら
日
本
に
帰
る
と
き
は

P
C
R
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
個

人
で
行
動
す
る
に
は
窮
屈
で
あ
る
。
役
所
や

政
治
家
が
感
染
症
を
コ
ン
ロ
ー
ル
し
て
い
る

限
り
規
制
に
従
う
し
か
な
い
。
ウ
イ
ル
ス
は

駆
逐
で
き
な
い
か
ら
、
一
緒
に
過
ご
す
し
か

な
い
の
に
、
専
門
家
と
称
す
る
思
考
停
止
集

団
が
裏
で
誘
導
し
て
い
る
か
ら
事
態
を
複
雑

に
し
て
い
て
、
科
学
的
と
は
言
え
な
い
判
断

を
し
て
い
る
、
と
考
え
る
。

　

思
い
返
し
て
み
る
と
、
第
2
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
に
な
っ
て
以
来
不
吉
な
事
の
連
続
だ
。

国
際
会
長
予
定
者
が
就
任
前
に
急
死
し
、
2

年
連
続
で
チ
ョ
イ
さ
ん
が
国
際
会
長
に
就
任

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国

際
大
会
は
幻
に
な
っ
た
し
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー

国
際
大
会
は
イ
ン
ド
で
の
コ
ロ
ナ
患
者
が
多

す
ぎ
た
た
め
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
変
わ
っ

た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
例
会
や
活
動
は

大
き
く
制
限
を
受
け
、
風
前
の
灯
火
だ
っ
た
。

大
き
な
投
資
で
ワ
ク
チ
ン
が
ア
メ
リ
カ
と
イ

ギ
リ
ス
で
開
発
さ
れ
た
、
や
っ
と
先
が
見
え

た
か
の
よ
う
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
し

た
た
か
に
生
き
残
っ
た
。
恩
恵
を
受
け
て
い

る
の
は
先
進
国
だ
け
で
、
発
展
途
上
国
ま
で

は
行
き
渡
っ
て
い
な
い
。
世
界
的
な
人
の
交

流
は
ま
だ
先
だ
ろ
う
。
も
う
一
つ
厄
介
な
こ

と
が
2
0
2
2
年
2
月
24
日
に
始
ま
っ
た
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
に
よ
る
「
プ
ー

チ
ン
の
戦
争
」
で
あ
る
。
世
界
経
済
や
物
流

を
困
難
に
陥
れ
て
い
る
。
世
界
中
が
物
価
高

騰
に
恐
れ
お
の
の
い
て
い
る
。
気
候
変
動
を

含
め
、
解
決
は
す
っ
と
先
の
こ
と
に
な
り
そ

う
だ
。
は
て
さ
て
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
、
ラ
ッ

キ
ー
の
女
神
の
出
現
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

地
区
名
誉
顧
問
会
議
長 

就
任
ご
挨
拶

地区名誉顧問会議長

蔵本　守雄
（高松源平）

『
ア
マ
ビ
エ
頼
り
』

3
3
6
︱
A
地
区
名
誉
顧
問
会

元地区ガバナー
地区名誉顧問

酒井　公一
（高知りょうま）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

高岡　英治
（松山湯築）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

関野　邦夫
（東　予）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

川辺　信郎
（徳島城山）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

真鍋　隆
（こんぴら）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

橋本　充好
（高知柏）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

木内　千春
（板　野）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

松前　龍宗
（高松玉藻）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

長谷川　憲男
（高知桂）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

菅　武廣
（松山湯築）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

山地　章靖
（坂出白峰）

元地区ガバナー
地区名誉顧問

西園寺　純一
（保　内）

ライオンズクラブ国際協会336ーA地区

地区名誉顧問会
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２
０
２
２
～
２
０
２
３
年
度
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
幹
事
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
ま
す
９
Ｒ
―
２

Ｚ
鴨
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
後
藤
田

邦
裕
で
す
。
何
か
と
行
き
届
か
な
い
点
が

多
々
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

鴨
島
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
鴨
島
町
は

２
５
０
０
０
人
の
小
さ
な
町
で
あ
り
、
市
村

ガ
バ
ナ
ー
、
幹
事
、
会
計
は
こ
の
鴨
島
町
出

身
、
地
元
で
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
成
功
さ
せ
た

い
と
知
恵
を
絞
っ
て
い
ま
す
。

　

田
舎
町
か
ら
の
挑
戦
で
す
か
ら
、
交
通
、

宿
泊
施
設
、
大
会
会
場
、
等
多
々
問
題
が
蓄

積
し
て
い
ま
す
。

　

市
村
通
夫
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
感
謝
を
込
め
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」そ
し
て
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
不
易
流
行
」
で
す
。
こ
の
方
針

に
基
づ
い
て
鴨
島
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
成
功
に

導
き
た
い
も
の
で
す
。

　

私
の
好
き
な
言
葉
は
「
発
想
の
転
換
」
で

す
。
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
発
想
し
、
そ

し
て
改
革
す
る
、
ま
だ
世
の
中
コ
ロ
ナ
禍
で

す
が
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
明
る
く
、
楽
し
く

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
が
で
き
、
一
年
間
乗
り

切
る
事
が
出
来
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

楽
し
く
ラ
イ
オ
ン
ズ
奉
仕
活
動
を
！

市
村
ガ
バ
ナ
ー
の
い
つ
も
言
っ
て
い
る
言
葉

で
す
。

　

私
の
趣
味
は
一
番
は
テ
ニ
ス
、
二
番
は
バ

ラ
の
育
成
で
あ
り
、
忙
し
く
満
喫
し
な
が
ら

毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
三
番
目
に
ラ
イ

オ
ン
ズ
活
動
が
私
の
趣
味
と
な
れ
る
よ
う

に
、
楽
し
く
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
活
動
が
出
来
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

鴨
島
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
お
寄
り
の
時
は
、

私
が
育
成
し
て
い
る
つ
る
バ
ラ
を
覗
き
に
来

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
で

す
が
、
名
誉
顧
問
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
内
局
員
、

そ
し
て
３
３
６
︱
Ａ
地
区
の
ク
ラ
ブ
の
皆
様

方
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
積
極

的
に
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
職
に
打
ち
込
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
各
ク
ラ
ブ
の
発
展
と
会
員
の
皆
様

の
ご
健
勝
と
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
鴨
島
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
９
Ｒ
―
２
Ｚ
鴨

島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
阿
部
稔

と
申
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
一
年
間
、
市
村
ガ
バ

ナ
ー
の
所
信
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
Ｌ

Ｃ
Ｉ
Ｆ
会
員
拡
大
、
そ
し
て
子
ど
も
食

堂
の
後
方
支
援
と
の
補
佐
が
で
き
れ
ば

と
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
会
員
減
少
が
続
い
て

お
り
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
予
想
さ

れ
ま
す
が
前
向
き
に
、
そ
し
て
市
村
ガ

バ
ナ
ー
が
い
つ
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る

「
楽
し
ん
で
や
ろ
う
」
と
い
う
よ
う
に
、

自
ら
も
楽
し
ん
で
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
年
初
め
て
情
報
セ
ン

タ
ー
と
い
う
部
署
が
で
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
、
事
務
的
補
佐
ま
た
は
、
質
問

等
の
受
け
答
え
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
会
計
担
当
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

厳
し
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会

員
の
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
大
切
な

財
産
を
有
効
に
、
そ
し
て
、
ガ
バ
ナ
ー

キ
ー
ワ
ー
ド
に
あ
り
ま
す「
不
易
流
行
」

を
信
念
に
、
新
し
く
出
来
る
こ
と
を
取

り
込
み
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
で
は
新
人
で

は
あ
り
ま
す
が
、
最
近
特
に
思
う
こ
と

は
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
皆
様
と
、
各
ク
ラ

ブ
会
員
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
へ
の
思
い
に
温

度
差
が
か
な
り
あ
る
よ
う
に
思
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
差
を
少
し
で
も
埋
め
て

い
く
こ
と
が
私
の
努
め
で
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
本
年
一
年
間
市
村
ガ
バ

ナ
ー
、
後
藤
田
幹
事
と
共
に
、
楽
し
く

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
を
務
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計

　
阿
部　
稔
（
鴨　

島
）

　

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事

　
後
藤
田　
邦
裕
（
鴨　

島
）

3
3
6
︱
A 

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事

3
3
6
︱
A 

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計

3
3
6
︱
A
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
・
会
計
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日
本
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
も
よ
う
や

く
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
地
方
の
経
済

活
動
は
ま
だ
上
向
か
ず
、
そ
の
上
、
今
後
更

に
少
子
高
齢
化
が
進
む
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
取
り
巻
く
環
境

も
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今

こ
そ
単
一
ク
ラ
ブ
が
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て

真
剣
に
改
革
に
取
り
組
む
時
で
す
。
伝
統
を

尊
ぶ
と
共
に
先
人
の
レ
ガ
シ
ー
を
受
け
継

ぎ
、
未
来
を
見
据
え
て
メ
ン
バ
ー
全
員
が
崇

高
な
精
神
と
誇
り
を
胸
に
抱
き
、
智
恵
と
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
次
世
代
へ
と
つ
な
げ

ま
し
ょ
う
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
奉
仕
を
す
る
た
め

に
存
在
し
ま
す
が
、
効
果
的
に
奉
仕
を
す
る

に
は
熱
心
な
会
員
と
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
が
必

要
で
G
A
T
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ク
シ
ョ

ン
・
チ
ー
ム
）
設
置
の
目
的
で
あ
り
、
第

1
0
0
回
シ
カ
ゴ
国
際
大
会
後
に
始
ま
り
ま

し
た
。
G
M
T
で
は
質
の
高
い
会
員
増
強
、

G
L
T
は
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
そ
し

て
G
S
T
は
よ
り
良
い
内
容
の
充
実
し
た
奉

仕
事
業
が
新
た
な
会
員
を
引
き
つ
け
る
こ
と

に
な
り
、
相
互
に
作
用
し
良
い
影
響
を
及
ぼ

し
強
固
な
ク
ラ
ブ
と
成
長
す
る
は
ず
で
す
。

※
ラ
イ
オ
ン
ズ
必
携
第
59
版
P
1
9
8
標
準

ク
ラ
ブ
組
織
図
参
照

　

G
M
A
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
メ
ン
バ
ー
シ
ッ

プ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
）
は
、
新
ク
ラ
ブ
結
成
に

よ
り
地
区
の
若
返
り
を
図
る
、
新
会
員
を
加

え
て
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
図
る
、
仲
間
と
の

親
睦
と
興
味
深
い
奉
仕
が
で
き
て
い
る
か

等
、
会
員
の
満
足
度
を
高
め
て
や
る
気
を
一

新
さ
せ
、
会
員
増
強
を
全
て
の
地
区
で
進
め

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
今
年
度
よ
り
始
ま
り

ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
会
員
増
強
に
特
化
し

た
戦
略
で
す
。
A
地
区
で
も
3
つ
の
チ
ー
ム

を
作
り
会
員
の
皆
様
の
理
解
・
促
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
は
多
様
性
の
時
代
で
、
色
々
な
ク
ラ

ブ
が
あ
り
、
色
々
な
会
員
が
い
る
こ
と
を
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
員
の
種
別
を
利
用
し

幅
広
く
入
会
招
請
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
会
員
は
気
配
り
、

心
遣
い
、
思
い
や
り
を
持
ち
、
心
豊
か
な
人

が
増
え
れ
ば
若
い
会
員
も
入
会
し
成
長
す
る

は
ず
で
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動
を

通
し
て
人
間
磨
き
が
で
き
、
多
く
の
出
会
い

が
あ
り
財
産
と
な
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

え
れ
ば
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
未
来
は
明

る
く
ク
ラ
ブ
も
発
展
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

単
一
ク
ラ
ブ
に
は
国
際
協
会
、
理
事
会
の

方
針
に
従
う
こ
と
を
前
提
に
自
治
権
が
あ
り

ま
す
。頭
を
少
し
柔
ら
か
く
し
て
現
状
打
破
、

改
革
に
挑
ん
で
く
だ
さ
い
。
サ
ク
セ
ス
・
ス

ト
ー
リ
ー
が
四
国
中
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
日
本
中
、
更
に

は
世
界
へ
と
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、少
子
・

高
齢
化
と
い
う
大
波
を
受
け
、
ま
た
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
得
体
の
し
れ
な

い
病
原
体
が
人
々
を
恐
れ
さ
せ
て
い
ま

す
。

　

日
本
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
発
足

し
た
の
は
、
1
9
5
2
年
終
戦
間
の
な

い
時
期
で
あ
り
、
か
す
か
に
光
明
が
見

え
だ
し
た
ば
か
り
の
頃
で
す
。
先
人
た

ち
は
、
高
邁
な
理
想
を
掲
げ
経
済
を
発

展
さ
せ
「
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」
の
精
神
の

下
、
奉
仕
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

時
代
に
合
わ
せ
た
魅
力
の
あ
る
ク
ラ

ブ
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
会
員
が
育
ち
ま

す
。
飲
み
会
を
増
や
し
た
り
、
趣
味
を

広
め
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
入
会
員
の
入
会
は
新
し
い

風
を
ク
ラ
ブ
に
起
こ
し
ま
す
。
こ
わ
れ

も
の
で
す
。
孤
立
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
大
事
に
あ
つ
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

会
員
が
増
え
れ
ば
ク
ラ
ブ
は
活
性
化
し

ま
す
。
ク
ラ
ブ
会
長
は
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ

づ
く
り
と
会
員
を
巻
き
込
み
奉
仕
活
動

を
企
画
・
実
行
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
お
の
ず
と
答
え
は
出
ま

す
。
足
並
み
を
そ
ろ
え
共
に
奮
闘
し
、

会
員
維
持
の
た
め
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
名
誉
顧
問

　

地
区
G
M
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

地
区
G
M
A
副
リ
ー
ダ
ー

　
真
鍋　
隆
（
こ
ん
ぴ
ら
）

会
員
増
強
（
G
A
T
と
G
M
A
）

に
つ
い
て

　

G
L
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
橋
本　
充
好
（
高
知
柏
）

3
3
6
︱
A
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
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ラ
イ
オ
ン
ズ
と
し
て
の
使
命
と
活
動

に
熱
心
に
取
り
組
む
会
員
の
皆
様
に
支

え
ら
れ
、
3
3
6
︱
A
地
区
に
於
い
て

も
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
1
0
0
は
目
標
達

成
に
向
か
っ
て
着
実
に
歩
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
厚
い
ご
支
援
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
助

け
を
求
め
る
声
は
世
界
中
で
益
々
増
え

て
い
ま
す
。
L
C
I
F
献
金
は
、
そ
う

い
っ
た
声
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
応
え
る

更
な
る
基
礎
体
力
を
作
る
為
、
一
人

1
0
0
ド
ル
献
金
、
M
J
F
献
金
の
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
近
年
、
発
生
し
て
い
る
数
々

の
自
然
災
害
の
例
を
挙
げ
る
ま
で
も

な
く
、
我
が
国
は
災
害
大
国
で
あ
り
、

加
速
す
る
温
暖
化
な
ど
の
影
響
も
あ

り
、
豪
雨
や
台
風
な
ど
の
災
害
レ
ベ
ル

も
益
々
大
規
模
化
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
災
害
に
対
し
て
も
、

L
C
I
F
は
迅
速
に
支
援
金
の
交
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
期
は
、
市
村
通
夫
地
区
ガ
バ
ナ
ー

の
指
導
の
下
、
L
C
I
F
を
通
じ
て
私

た
ち
が
一
人
で
も
多
く
の
困
っ
て
い
る

人
々
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
、
会
員
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
期
、
市
村
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
元
、

G
S
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
重
責
を
拝
命

致
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
コ
ロ
ナ
禍
で
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動

が
従
来
の
運
営
が
出
来
ず
、
各
ク
ラ
ブ
共
に

苦
慮
し
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
G
S
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
果
た
す

役
割
は
大
き
く
、
少
し
で
も
ク
ラ
ブ
の
皆
様

に
寄
り
添
っ
て
奉
仕
活
動
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
取
り

分
け
、
今
年
度
は
L
C
I
F
よ
り
交
付
さ
れ

る
、
地
区
及
び
ク
ラ
ブ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
活

用
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
交
付
金
は
、
地
区
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
交
付
金
と
ク
ラ
ブ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
交

付
金
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
交
付
金
は
会
員
の

皆
様
が
一
年
間
で
L
C
I
F
に
献
金
し
た
金

額
が
ク
ラ
ブ
全
体
で
5
0
0
0
＄
以
上
を
献

金
す
る
と
、
そ
の
15
％
が
事
業
資
金
の
交
付

金
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
る
仕
組
み

で
す
。
し
か
も
、
15
年
間
さ
か
の
ぼ
っ
て
蓄

積
さ
れ
ま
す
か
ら
相
当
額
の
金
額
を
受
け
取

る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
ク
ラ
ブ
の
周
年

事
業
等
に
是
非
と
も
活
用
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
も
し
、
5
0
0
0
＄
に
達
し
て

い
な
い
ク
ラ
ブ
で
も
、
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
と
し
て
交
付
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
相
談
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
運
営
は
Ｌ
C
I
F

献
金
を
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
、

一
人
1
0
0
＄
献
金
を
達
成
し
て
5
0
0
0

＄
献
金
ク
ラ
ブ
と
な
り
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
交

付
金
を
大
い
に
活
用
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

一
方
、
地
区
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
交
付
金
は
、

献
金
額
が
5
0
0
0
＄
に
達
し
て
い
な
い
ク

ラ
ブ
の
総
合
計
金
額
の
15
％
が
交
付
金
と
し

て
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
る
仕
組
み
で
す
。

3
3
6
︱
A
地
区
が
受
け
取
る
こ
と
の
出
来

る
金
額
は
、
数
百
万
円
に
上
っ
て
お
り
ま
す

の
で
有
効
に
活
用
し
た
い
も
の
で
す
。

　

G
S
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

G
M
T
・
G
L
T
・
S
C
P
╱
F
W
T
各

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及
び
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
、
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
、

ク
ラ
ブ
会
長
、
ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
長
と
情
報

交
換
を
密
に
し
て
、L
C
I
フ
ォ
ワ
ー
ド（
奉

仕
・
P
R
・
指
導
力
育
成
・
会
員
増
強
）
の

奉
仕
フ
レ
ー
ム
に
沿
っ
た
、
影
響
力
が
大
き

く
意
義
あ
る
奉
仕
事
業
を
行
え
る
よ
う
促
し

ま
す
。

　

今
期
一
年
、
皆
様
と
共
に
楽
し
い
ク
ラ
ブ

活
動
が
出
来
ま
す
よ
う
、
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

G
S
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
酒
井　
公
一
（
高
知
り
ょ
う
ま
）

　

L
C
I
F
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
高
岡　
英
治
（
松
山
湯
築
）

L
C
I
F
の
新
た
な
幕
開
け

L
C
I
F
G
S
T

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
抱
負

3
3
6
︱
A
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
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標準クラブ組織図

クラブ役員

常設委員会

クラブ理事会

クラブ役員
プログラム・コーディネーター
支部会長

ライオン・テーマー（任意）
テール・ツイスター（任意）
安全管理担当役員（任意）

その他選挙で選ばれた理事や委員長

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・

チ
ー
ム
を
率
い
る
ク
ラ
ブ
役
員

会則及び付則
委員会

財務
委員会

会員
委員会

指導力育成
委員会

マーケティング
委員会

奉仕
委員会

第一副会長
（指導力育成
委員長）

会員
委員長

会　長
（グローバル・アクション・
チームファシリテーター）

奉仕
委員長会　計幹　事 マーケティング

委員長
第二
副会長

前会長
（LCIFコーディ
　ネーター兼務）

情報テクノロジー
委員会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異
株
蔓
延
が
長

期
化
し
、「
W
I
T
H 

コ
ロ
ナ
！
」
を
掲
げ

な
け
れ
ば
経
済
も
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
も
弱
体
化
し
て
し
ま
う
よ
う
な
社
会

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
私
達
は
、「
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
同
じ
目
的
を
持
っ
た

大
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
で
「
W
e 

S
e
r
v
e
」
出
来
る
事
に
意
義
を
感
じ
、

今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
市
村
ガ
バ
ナ
ー
の
掲

げ
る
「
不
易
流
行
」
を
念
頭
に
、
そ
の
活
動

の
拠
点
で
あ
る
ク
ラ
ブ
に
多
様
性
（
女
性
会

員
の
増
強
、
支
部
作
り
）
を
図
っ
て
行
き
ま

せ
ん
か
！

1　

ク
ラ
ブ
支
部
の
結
成

　

�　

5
名
か
ら
結
成
で
き
る
「
支
部
」
は
、

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
、
柔
軟
性
を
持
っ

た
独
自
の
奉
仕
活
動
や
例
会
を
行
え
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
入
会
の
機
会
を
拡
大
し

や
す
く
し
ま
す
。同
じ
目
的
を
持
っ
た（
趣

味
の
仲
間
、
仕
事
関
係
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
）
で
既
に
活

動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
目
を
向
け
、
声

を
か
け
て
ク
ラ
ブ
支
部
と
し
て
勧
誘
し
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
支
部
会
員
は

親
ク
ラ
ブ
の
正
会
員
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
の
で
、
会
員
数
が
増
え
る
こ
と
は
奉

仕
活
動
の
強
化
や
ク
ラ
ブ
が
よ
り
強
固
に

な
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

�　

近
年
、
高
校
や
大
学
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
す
る
意
識
が
非
常
に
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

�　

キ
ャ
ン
パ
ス
ク
ラ
ブ
や
レ
オ
ク
ラ
ブ
の

設
立
に
も
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

2　

女
性
会
員
の
増
強

　
�　

地
区
の
女
性
会
員
比
率
は
約
23
％
！
世

界
に
非
常
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
を
3
3
6
︱
Ａ
地
区
で
は

汚
名
返
上
に
な
る
よ
う
に
女
性
の
入
会
を

勧
め
、
ク
ラ
ブ
に
多
様
性
を
持
た
せ
ま

し
ょ
う
！

3　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
知
っ
て
も
ら

う
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
、
会
員
増
強
へ

の
奉
仕
活
動

　

�

•
ヘ
ア
ー
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
募
集
（
小

児
が
ん
の
子
供
た
ち
へ
の
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）

　

�

•
子
供
未
来
古
本
募
金
（
内
閣
府
子
供

の
貧
困
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　

�　

募
金
は
子
供
食
堂
等
の
後
方
支
援
に
充

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
期
市

村
ガ
バ
ナ
ー
の
も
と
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

地
区
G
M
A　

新
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

S
C
P
・
F
W
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
山
本　
久
美
子
（
徳
島
藍
）

ク
ラ
ブ
の
多
様
性
へ
の
取
り
組
み

3
3
6
︱
A
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
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リジョン・チェアパーソン

Region  Chairperson

感謝を込めてウィサーブ

　

入
会
25
年
を
過
ぎ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
終
身
会
員

の
準
備
で
も
と
思
っ
て
い
た
矢
先
に
次
期
、
予

定
者
に
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
お
き
、（
2
0
0
8
～

2
0
0
9
）
1
R
C
―
1
Z
C
以
来
の
大
役
と
な

り
ま
し
た
。
長
い
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
つ
い
て

い
け
る
か
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
こ
の
1

年
最
後
の
ご
奉
仕
と
思
っ
て
務
め
さ
し
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
中
で
、
緊

急
事
態
宣
言
、
蔓
延
防
止
措
置
は
解
除
さ
れ
た

と
は
い
え
、
様
々
な
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
大
き
な

影
響
を
受
け
ま
し
た
。
制
約
も
徐
々
に
緩
和
さ

れ
て
き
つ
つ
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
の
1
年

と
な
り
そ
う
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
の
リ

ア
ル
な
会
議
や
、例
会
の
大
切
さ
、ま
た
楽
し
さ
、

を
痛
切
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
会
員
が
顔
を
合

わ
せ
て
、
生
の
声
で
語
り
合
っ
て
親
睦
を
深
め

る
こ
と
こ
そ
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
活
動
の
目

的
の
一
つ
で
も
あ
る
『
友
情
、
親
睦
、
相
互
理

解
の
絆
に
よ
っ
て
ク
ラ
ブ
間
の
融
和
を
図
る
』

に
繋
が
る
大
き
な
道
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
最
大
の
仕
事

が
、
市
村
通
夫
ガ
バ
ナ
ー
の
基
本
方
針
を
理
解

し
て
、
リ
ジ
ョ
ン
内
の
ク
ラ
ブ
会
員
に
伝
え
る

こ
と
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
役
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
も
う
一
つ
の

大
き
な
仕
事
で
あ
る
会
員
増
強
で
す
が
、
前
任

の
方
々
が
大
変
な
業
績
を
残
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
な
い
よ
う
に
各
ク

ラ
ブ
1
名
純
増
を
め
ざ
し
て
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
度
、
2
R
︱
R
C
を
拝
命
し
ま
し
た

今
治
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
、
佐

伯
晴
幸
で
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
大
先

輩
に
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
役
職
の
こ
と
は
、
売

り
込
み
も
せ
ず
逃
げ
も
せ
ず
、
指
名
さ
れ
た

ら
受
け
て
全
力
を
尽
く
す
の
み
。
と
教
え
ら

れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
大
役
を
受
け

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
本
当
に
大
丈
夫
な
ん

で
し
ょ
う
か
？
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

今
の
世
の
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
次
々
と
変

異
し
、収
ま
る
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
て
、
悲
惨

な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
球

温
暖
化
等
環
境
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
と
し

て
何
を
す
る
べ
き
か
？
市
村
ガ
バ
ナ
ー
の

キ
ー
ワ
ー
ド
〝
不
易
流
行
〟
と
は
、
時
代
に

あ
っ
た
こ
と
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。
ラ
イ

オ
ン
ズ
も
変
え
た
ら
い
け
な
い
も
の
、
変
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
を
見
極
め
行
動
す

る
必
要
が
あ
る
、と
言
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

私
に
は
、
こ
の
よ
う
な
む
ず
か
し
い
言
葉
は

で
て
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
市
村
ガ
バ
ナ
ー
の

基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
2
Ｒ
各
ク
ラ
ブ
は
、

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
楽
し
い
ラ
イ
オ
ン
ズ

ラ
イ
フ
に
し
ま
し
ょ
う
。
ご
指
導
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
3
R
︱
R
C
の
大
役
を
引
き
受

け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
南
宇
和
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
埜
下
浩
孝
で
す
。

　

こ
の
2
年
余
り
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、
縮
小
な
ど
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動
も
思
う
に
任
せ
な
い
状
況

が
続
い
て
お
り
、
会
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

低
下
や
退
会
、
ク
ラ
ブ
解
散
の
危
険
性
な
ど

取
り
ざ
た
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
地
区
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
と
リ
ジ
ョ
ン
内
各
ク
ラ
ブ
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
、
改
め
て
そ
の
役
割
と
責
任
の

重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
期
よ
り
ア
ラ
ー
ト
チ
ー
ム
が
独

立
し
た
委
員
会
に
な
り
ま
し
た
。
近
年
激
甚

化
す
る
風
水
害
、
近
い
将
来
予
想
さ
れ
る
東

南
海
地
震
な
ど
、
災
害
時
の
対
応
等
の
理
解

を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
村
地
区
ガ
バ
ナ
ー
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
不

易
流
行
」
で
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
伝
統
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
各
ク
ラ
ブ
が
よ
り
よ
く
発
展

で
き
る
よ
う
、
3
人
の
Z
C
や
委
員
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
合
い
、
各
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課

題
な
ど
情
報
交
換
を
密
に
し
「
ク
ラ
ブ
の
活

性
化
、
会
員
維
持
増
強
」
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

1
年
間
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

2R-RC

佐伯　晴幸
（今治中央）

3R-RC

埜下　浩孝
（南宇和）

1R-RC

森岡　孝
（松山城山）

リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
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家
族
の
応
援
と
と
も
に

　

こ
の
度
5
R
︱
R
C
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
大
変
光
栄
に
感
じ
る
と
と
も
に
、
そ
の
責

任
の
大
き
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

私
事
で
す
が
、
家
内
が
他
界
し
早
20
年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
家
内
が
亡
く
な
っ
た
頃
に
、
今
は
亡
き
藤
田

賢
慈
ラ
イ
オ
ン
よ
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
入
会
を
勧
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
の
行
事
や
奉
仕
活
動
を
通

し
て
、
地
域
に
貢
献
で
き
、
ま
た
多
く
の
仲
間
と
の
友
情

を
育
む
こ
と
が
で
き
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
に
は
娘
が
３
人
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は

私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
出
か
け
た
り
、
夜
遅
く
な
っ
た
り

し
て
も
何
も
言
わ
ず
い
つ
も
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
海
外
に
も
行
く

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
の
国
際
大
会
に
は
長
女
と

一
緒
に
。
ハ
ワ
イ
、イ
タ
リ
ア
の
国
際
大
会
に
は
三
女
と
。

そ
し
て
香
港
で
の
オ
セ
ア
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
藤
田
ご
夫

妻
と
長
女
と
一
緒
に
行
き
ま
し
た
。
次
女
家
族
と
は
グ
ア

ム
に
行
き
ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
お
か
げ
で
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
た
く
さ
ん
の
場
所
へ
行
く
こ
と
が
で

き
、
ま
た
、
そ
こ
で
出
会
う
様
々
な
国
の
人
た
ち
と
言
葉

の
壁
を
越
え
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
視
野
が
広
が

り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
通
し
て
た

く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
、
家
族
の
絆
も
深
め
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す

が
、
で
き
な
い
と
諦
め
て
衰
退
し
て
い
か
な
い
よ
う
に
、

5
R
︱
R
C
と
し
て
、
5
R
13
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
と
会
員

増
強
の
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
皆
で
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　

家
族
の
応
援
と
と
も
に
、
持
ち
前
の

元
気
と
明
る
さ
を
携
え
て
、2
人
の
温
か
な
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
と
頼
も
し
い
地
区
委
員
の
皆
様
と
一
緒
に
元

気
で
楽
し
い
5
R
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
せ
っ

か
く
い
た
だ
い
た
任
務
を
楽
し
ん
で
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

皆
様
、
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
だ
コ
ロ
ナ
も
収
ま
ら
な
い
状
況
下
、
去

る
5
月
1
日
鴨
島
で
の
地
区
役
員
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
講
し
、『
い
よ
い
よ
新

年
度
が
始
ま
る
ん
だ
な
』
と
い
う
新
た
な
気

持
ち
に
な
り
大
役
を
お
請
け
す
る
覚
悟
が
出

来
た
気
が
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
歴
は
37
年
と
永
く
は
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の
間
あ
ま
り
勉
強
も
し
て
お
ら

ず
、
5
年
前
に
Z
C
を
経
験
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
も
の
の
R
C
の
事
は
全
く
予
想
も
し
て

な
く
図
ら
ず
も
大
役
を
お
請
け
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
。
全
く
自
信
も
な
く
不
安
な
船
出

で
は
あ
り
ま
す
が
、
お
請
け
し
た
以
上
は
精

一
杯
務
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
市
村
ガ
バ

ナ
ー
の
キ
ー
ワ
ー
ド
『
不
易
流
行
』
と
い
う

言
葉
に
初
め
て
出
会
い
ま
し
た
が
、
そ
の
意

味
を
か
み
し
め
な
が
ら
1
年
間
精
一
杯
職
責

を
果
た
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
か
ご
指
導
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
高
知
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に

R
C
の
要
請
が
来
た
時
に
、
お
話
し
を
頂
い

て
、
私
自
身
は
年
齢
的
に
若
い
人
達
に
就
任

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
一
度
は
お
断

り
も
し
ま
し
た
が
、
後
進
の
者
達
に
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
伝
統
と
格
式
を
引
き
継
ぐ
橋

渡
し
役
と
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
声
援

を
受
け
、「
W
e　
S
e
r
v
e
」
の
精
神
で
、

皆
で
協
働
す
る
た
め
の
一
助
に
な
る
な
ら
ば

と
、
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
次
期
リ
ジ
ョ
ン
の
地
区
役
員

は
、
誰
も
が
高
い
能
力
と
見
識
を
持
ち
、
安

心
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
を
任
せ
て
お
け
る

最
良
の
方
々
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
私
は
意
見
調
整
と
最
終
決
定
を
果
た

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
高
齢
化
問
題
と
、
特
に
新
型
コ
ロ
ナ

に
よ
る
会
員
数
の
減
少
に
よ
り
、
未
曾
有
の

危
機
を
迎
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
状
況
を
打
破
す
る
に
は
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
、
地
域

住
民
の
目
に
触
れ
る
活
動
と
な
り
、
市
民
に

理
解
さ
れ
る
事
が
重
要
で
、
そ
の
よ
う
な
地

道
な
活
動
を
す
る
こ
と
が
、
新
入
会
員
を
獲

得
す
る
上
で
最
も
重
要
な
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と

な
り
ま
す
。

　

次
期
市
村
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
提
案
で
あ
る

『
こ
ど
も
食
堂
の
支
援
』
を
実
行
す
る
為
に
、

既
に
運
営
さ
れ
て
い
る
団
体
と
連
携
し
て
、
広

く
市
民
の
目
に
触
れ
る
活
動
に
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
微
力
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
4
R
︱
R
C
の
重
責
に
就
か
せ

て
こ
と
に
な
り
、
こ
の
う
え
も
な
く
光
栄
に

存
じ
ま
す
と
共
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を

痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

に
入
会
間
も
な
い
2
0
0
6
～
2
0
0
7
年

度
に
ク
ラ
ブ
の
大
先
輩
、
阿
部
信
行
R
C
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
就
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
今
、
考
え
て
み
ま
す
と
全
く
未
知
の

世
界
で
不
安
な
気
持
ち
が
充
満
し
て
い
ま
す
。

　

先
ず
は
初
心
に
返
り
、
3
3
6
︱
A
地
区

市
村
通
夫
ガ
バ
ナ
ー
の
片
腕
と
な
っ
て
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
3
3
6
︱
A
地
区

の
発
展
を
期
し
精
進
い
た
し
ま
す
。

　

幸
い
に
人
格
識
見
と
も
に
卓
越
さ
れ
た

4
R
選
出
の
諸
先
輩
は
じ
め
22
ク
ラ
ブ
役
員

の
皆
様
、
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
、
ク
ラ
ブ
事

務
局
職
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

心
を
一
つ
に
し
て
、
R
C
と
し
て
地
区
ガ
バ

ナ
ー
の
方
針
を
リ
ジ
ョ
ン
内
に
伝
え
運
営
基

本
方
針
な
ど
目
標
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
期
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
新
規
感
染

者
の
急
増
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

一
年
間
、
先
ず
は
4
R
の
た
め
、
3
3
6
︱

A
地
区
9
︱
R
C
の
協
力
を
得
な
が
ら
4
R

︱
Z
C
、地
区
委
員
の
皆
様
と
力
を
併
せ
て
、

一
歩
ず
つ
前
進
し
て
、
後
世
に
語
れ
る
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
な
お

一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
申
し

上
げ
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

4R-RC

松原　典士
（長　尾）

5R-RC

東條　仁
（こんぴら）

6R-RC

寺尾　省三
（四万十）

7R-RC

岸　岩男
（高知中央）

リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
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市村ガバナーのプロフィール

2001年  ６月21日　鴨島ライオンズクラブ  入会
2006～2007年度　鴨島ライオンズクラブ  会長
2008～2009年度　９R–３Z–ZC
2011～2012年度　９R–RC
2020～2021年度　第二副地区ガバナー
2021～2022年度　第一副地区ガバナー

「
こ
れ
が
私
の
原
点
で
す
」家族構成

  　妻　 俊枝
 　 母　 素子
　長男　良介
　長女　美奈子

大阪産業大学を諸事情から中退し３か月半、
インドの旅に出ました。その時に撮影した
写真です。これが、私の原点です。
（お見合いの写真でもあります。

趣味
　・ライオンズクラブ
　　  （父の遺志を継ぎ入会：ライオンズ２世）

　 ・愛犬の散歩

Ichimura　Michio

ライオン歴

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
１
０
５
年
、

私
の
徳
島
城
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
在
籍
は
、

そ
の
７
分
の
１
で
す
。
大
役
を
拝
命
し
、
重
責

と
共
に
奮
起
の
機
会
を
与
え
て
頂
き
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

入
会
承
認
以
来
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
近
い
環

境
に
あ
っ
た
事
は「
幸
運
だ
っ
た
」と
思
い
ま
す
。

　

入
会
直
後
は
、
武
久
一
郎
ガ
バ
ナ
ー
誕
生
の

時
期
で
、
私
の
ス
ポ
ン
サ
ー
も
奮
闘
し
て
お
り
、

私
は
末
端
で
活
躍
で
き
た
か
ど
う
か
よ
く
分
か

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
川
辺
信
郎
ガ
バ
ナ
ー
当
時
、
ク
ラ
ブ
会

長
を
拝
命
し
て
い
た
為
、
日
韓
と
記
念
誌
の
部

門
を
統
括
さ
せ
て
頂
き
、
多
く
の
方
に
協
力
頂

い
た
お
か
げ
で
。
多
く
の
学
び
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

さ
て
就
任
に
際
し
、
開
発
途
上
国
向
け
の
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
成
功
と
未
達
を
元
に

２
０
１
５
年
以
来
、
持
続
可
能
開
発
目
標
が
浸
透

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
諸
先
輩
方
が
脈
々
と
活
動
し

て
き
た
内
容
で
あ
り
ま
す
が
、
意
識
が
高
ま
っ

て
い
る
今
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
多
様
な
団
体
と

も
協
調
し
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

市
村
ガ
バ
ナ
ー
の
も
と
「
不
易
流
行
」
変
わ

る
事
無
く
諸
先
輩
方
が
培
っ
て
き
た
ラ
イ
オ
ニ

ズ
ム
を
継
承
し
つ
つ
、
変
え
て
い
く
べ
き
グ
ロ
ー

バ
ル
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
た
手
法
や
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
の
思
想
を
持
ち
、
次
世
代
も
私
達
も
心
豊
か

に
な
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

時
勢
柄
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
16
番
目

の
「
平
和
と
公
正
を
全
て
の
人
に
」
も
節
に
望

み
ま
す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
責
務
を
全
う
出
来
る
よ

う
励
ん
で
参
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

平
和
を
願
っ
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
ク
ラ
ブ
例
会
や

社
会
奉
仕
活
動
に
困
難
を
感
じ
て
い
る
事
で

し
ょ
う
。
感
染
の
危
険
性
は
今
も
、
こ
れ
か

ら
も
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

社
会
へ
の
対
応
が
今
後
の
問
題
で
す
。

　

今
日
ま
で
我
々
の
地
域
は
平
和
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
国
同
士
の
主
導
権

争
い
も
遠
い
他
国
の
出
来
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

我
々
は
今
こ
そ
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
誓
い
」

を
胸
に
「
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

高
く
掲
げ
、
社
会
奉
仕
に
努
力
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
期
９
Ｒ
︱
Ｒ
Ｃ
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
、

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
Ｒ
内
ク
ラ
ブ
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
微
力
な
が
ら
活
動
を
致
し
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
「
う
つ
ら

な
い
・
う
つ
さ
な
い
」
を
基
本
に
感
染
防
止

対
策
を
図
り
つ
つ
、
市
村
地
区
ガ
バ
ナ
ー
が

提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
「
楽
し
い
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
を
」
を
念
頭
に
努
力
を
す
る
所
存
で

す
。

　

会
員
増
強
は
我
々
に
と
っ
て
今
や
永
遠
の

課
題
で
す
皆
様
の
ご
友
人
、
知
人
ご
親
戚
の

方
々
に
も
今
一
度
お
声
が
け
を
い
た
だ
き
、

年
度
末
に
は
純
増
一
名
の
達
成
に
ご
努
力
を

お
願
い
た
し
ま
す
。

8R-RC

立道　健司
（徳島城山）

9R-RC

水野　浩吉
（脇）

リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
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Zone  Chairperson
ゾーン・チェアパーソン

不易流行

就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
度
、
１
Ｒ
―
１
Ｚ
Ｃ
を
務
め
さ
せ

て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
思
う
に
ラ
イ
オ

ン
ズ
に
入
会
し
て
、
会
計
、
会
長
、
１
Ｒ
地

区
委
員
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
役
目
を
お
お
せ

つ
か
っ
て
参
り
ま
し
た
。
奉
仕
精
神
に
の
っ

と
っ
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
た
。
少
し
で
も

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
た
め
に
な
る
と
思
っ
て
引
き

受
け
ま
し
た
。
さ
て
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
、
自

分
の
事
業
も
大
変
な
時
期
で
す
が
私
が
少
し

で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
・
・
・
・

　

私
に
は
子
供
が
三
人
い
ま
す
。
ラ
イ
オ
ン

ズ
活
動
で
良
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
る
事
は

子
供
三
人
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
奉
仕
と
感
謝
の

心
を
少
し
で
も
分
か
っ
て
も
ら
っ
た
と
言
う

事
で
す
。
私
も
七
三
才
に
な
り
後
輩
も
増
え

て
来
ま
し
た
。
お
手
本
と
な
る
様
ウ
ィ
サ
ー

ブ
の
精
神
で
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を

頑
張
る
所
存
で
す
。
特
に
心
配
し
て
い
る
の

は
若
い
会
員
の
入
会
希
望
者
が
少
な
い
事
で

す
。
や
は
り
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
会
員
同
士
の

交
流
が
少
し
減
っ
た
事
に
関
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
感
じ
て
い
ま
す
。
例
会

が
去
年
は
余
り
開
か
れ
な
か
っ
た
事
、
飲
み

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
事
、

例
会
の
短
縮
等
々
、
私
も
ど
う
し
て
い
い
か

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
大
好
き
な
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

為
に
与
え
ら
れ
た
役
目
を
果
た
そ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。最
後
に
会
員
各
位
様
の
ご
協
力
、

ご
鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

Z
C
就
任
に
あ
た
り

　

今
期
、
１
Ｒ
―
２
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
そ
の
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
大
変
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

約
3
年
に
及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

は
未
だ
に
終
息
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
世
界
経

済
が
回
復
し
つ
つ
あ
る
中
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
活
動
も
本
来
の
姿
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
森
岡
リ

ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
指
導
の
下
、

２
Ｚ
７
ク
ラ
ブ
の
皆
様
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
今
期
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
運
営
に
誠

心
誠
意
努
力
を
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

市
村
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
感

謝
を
込
め
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」
と
キ
ー
ワ
ー
ド

で
あ
る
「
不
易
流
行
」
を
基
本
に
1
0
6
年

の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
歴
史
の
中
で
変
え

て
は
い
け
な
い
も
の
と
、
変
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
も
の
を
私
自
身
も
理
解
し
、
時
代
に

あ
っ
た
ク
ラ
ブ
運
営
を
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
と

情
報
共
有
し
な
が
ら
見
極
め
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
と
７
ク
ラ
ブ
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ク
ラ
ブ

の
活
性
化
を
目
指
し
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
1
年
間
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
発

展
の
た
め
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
度
、
１
Ｒ
―
３
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
、
松
山
金
亀
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

所
属
の
佐
々
木
哲
広
で
す
。

　

こ
の
数
年
間
コ
ロ
ナ
禍
で
の
行
動
制
限
を

受
け
て
、
各
ク
ラ
ブ
に
お
か
れ
て
は
当
然
の

よ
う
に
実
施
さ
れ
て
き
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

も
開
催
方
法
や
人
数
の
制
限
ば
か
り
か
、
開

催
を
自
粛
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
悔
し
い
思
い
を
さ
れ
た
中
に
お
い
て

も
、
置
か
れ
た
状
況
の
中
で
様
々
な
試
行
錯

誤
や
努
力
に
よ
り
、
素
晴
ら
し
い
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

ま
た
活
動
の
主
体
で
あ
る
例
会
さ
え
も
対

面
で
は
開
催
で
き
ず
、
リ
モ
ー
ト
や
書
面
開

催
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
も
多
く
、
最
近
入

会
し
た
会
員
の
定
着
を
阻
害
す
る
要
因
と
も

な
っ
て
い
た
か
と
も
思
い
ま
す
。

　

や
っ
と
先
行
き
に
明
る
さ
が
見
え
て
き
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
今
期
、
こ
の
数
年
蓄
積
さ

れ
た
パ
ワ
ー
を
開
放
し
て
い
た
だ
き
、
思
い

切
っ
た
活
動
に
邁
進
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
微
力
な
が
ら
、
精
一
杯
サ
ポ
ー

ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
１
年
間
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1R-1ZC

川中　勇
（松山ホスト）

1R-2ZC

田中　孝幸
（松山西）

1R-3ZC

佐々木 哲広
（松山金亀）

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

13

We Serve



　

今
期
、
2
R
―
2
Z
C
を
拝
命
し
ま
し
た

今
治
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
井
出
で
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
大
き
く
残
る
時
期
で
す
が
、

ま
ず
は
感
染
防
止
を
基
本
と
し
、
知
恵
を
出

し
合
い
コ
ロ
ナ
禍
で
も
可
能
な
奉
仕
を
皆
様

と
共
に
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
期
、
ア
ラ
ー
ト
チ
ー
ム
が
独
立
し
ま

し
た
が
、
各
市
町
と
ゾ
ー
ン
単
位
で
の
協
定

締
結
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難

民
が
周
辺
国
に
多
く
流
入
し
、
難
儀
を
極
め

て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
だ
け
で
は
な
く
も
っ

と
規
模
の
大
き
い
シ
リ
ア
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
等
の
難
民
に
も
で
き
る
限

り
の
支
援
を
し
て
い
く
事
が
重
要
で
す
。
社

会
奉
仕
団
体
と
言
わ
れ
て
久
し
い
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
だ
と
会
員
が

減
少
し
て
し
ま
う
一
方
な
の
で
、
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
奉
仕
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
意
味
を
よ
く
考
え
る
一
年
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
会
員
増
強
に
向
け

た
G
M
A
で
す
が
、
C
A
1
/
C
A
2
で

2
0
1
8
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
今
期
か
ら
世
界
で
取
り
組
む
事
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
勉
強
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

L
C
I
と
車
の
両
輪
に
例
え
ら
れ
る

L
C
I
F
で
す
が
、
理
解
を
促
進
し
危
急
の

難
民
支
援
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

う
す
る
こ
と
が
会
員
満
足
度
に
繋
が
り
ま

す
。
D
X
チ
ー
ム
員
も
兼
任
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
で
一
気
に
浸
透
し
た

W
e
b
会
議
を
う
ま
く
利
用
し
タ
イ
ム
リ
ー

な
奉
仕
を
促
進
す
る
こ
と
で
会
員
増
、
満
足

度
増
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
度
、
２
Ｒ
―
１
Ｚ
の
Ｚ
Ｃ
に
就
任
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
新
居
浜
中
央
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
秋
山
克
幸
で
す
。
大
変
光

栄
で
あ
る
と
共
に
、
責
任
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

私
は
、入
会
し
て
か
ら
二
十
二
年
に
な
り
、

ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
頑

張
っ
て
い
く
覚
悟
で
す
。

　

近
年
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
社
会
経
済
は
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
心
を
一
つ
に
し
て

い
き
た
い
所
存
で
す
。

　

市
村
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
感

謝
を
込
め
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」キ
ー
ワ
ー
ド「
不

易
流
行
」
の
も
と
、地
区
ガ
バ
ナ
ー
、リ
ジ
ョ

ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
か
ら
ご
指
導
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
ゾ
ー
ン
内
の
ク
ラ
ブ
と
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
各
ク
ラ
ブ
の
ご
協
力
を
賜
り
、
感

謝
し
、
友
好
と
相
互
理
解
を
促
進
し
、
ク
ラ

ブ
発
展
を
図
り
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

初
心
を
忘
れ
ず
、
和
の
心
を
持
ち
、
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
感
謝
ウ
イ
サ
ー
ブ
の

精
神
で
一
生
懸
命
お
努
め
い
た
し
た
く
決
意

新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
年
間
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
３
３
６
―
A
地
区
２
R
―
３
Z
の

Z
C
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
川
之
江
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
佐
藤
で
す
。

　

私
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ス
タ
ー
ト

は
、
た
ま
た
ま
宴
席
で
一
緒
に
な
っ
た
ク
ラ

ブ
メ
ン
バ
ー
重
鎮
の
方
に
突
然
「
佐
藤
君
入

会
お
め
で
と
う　

乾
杯
」
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
後
例
会
訪
問
を
す
る
事
に
な
り
、

1
か
月
後
に
は
入
会
式
で
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

誓
い
」
を
朗
読
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

川
之
江
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
諸
先
輩
か

ら「
W
e　
S
e
r
v
e
＝
我
々
は
奉
仕
す
る
」

精
神
を
行
動
の
中
か
ら
学
ば
せ
て
頂
き
、
入

会
６
年
目
に
は
ク
ラ
ブ
会
長
の
ご
指
名
を
頂

き
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
そ
し
て
３
Z

各
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
も
心

の
こ
も
っ
た
ご
指
導
頂
き
、
多
く
の
仲
間
と

知
識
を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
御

恩
返
し
が
出
来
た
ら
と
の
思
い
を
胸
に
、
そ

し
て
私
が
ラ
イ
オ
ン
と
し
て
行
動
出
来
る
現

状
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
全
て
の
皆
さ
ん

に
感
謝
し
な
が
ら
、
今
後
の
奉
仕
活
動
に
心

を
込
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て

居
り
ま
す
。　

市
村
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
感
謝
を
込
め
て　

W
e　
S
e
r
v
e
」、

キ
ー
ワ
ー
ド
「
不
易
流
行
」
を
念
頭
に
、
鴨

島
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
３
Z
間
と
の
連
携
を
図

り
、
年
度
末
に
は
各
ク
ラ
ブ
１
名
純
増
を
目

標
に
し
て
行
動
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
御
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
ク
ラ
ブ
の
推
薦
を
頂
き
、
２
Ｒ

―
４
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
と
い

う
大
役
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
責

任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

私
の
所
属
す
る
ゾ
ー
ン
（
西
条
市
）
は
愛
媛

県
東
部
に
位
置
し
、南
は
西
日
本
最
高
峰「
石

鎚
山
」、
北
は
瀬
戸
内
海
に
囲
ま
れ
、
気
候

は
温
暖
で
、
豊
富
な
良
質
な
自
噴
水
「
う
ち

ぬ
き
」
に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
ゾ
ー
ン
に
所
属
す
る
四

つ
の
ク
ラ
ブ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し

地
域
に
密
着
し
た
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ク
ラ
ブ
間
の
友
好
と
信
頼
関
係
を
益
々

強
固
に
し
、
情
報
共
有
の
豊
か
さ
が
ク
ラ
ブ

の
活
性
化
に
繋
が
り
、
輝
き
あ
る
奉
仕
活
動

が
で
き
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
団
体
に
な

れ
る
よ
う
会
員
の
皆
様
と
一
緒
に
考
え
、
行

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
期
、
市
村
ガ
バ
ナ
ー
は
「
感
謝
を
込
め

て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」
を
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
変
わ
っ
た
行
動
や
価
値
観
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
や
る
こ
と
、
や
れ
る
こ

と
、
今
だ
か
ら
で
き
る
奉
仕
を
皆
で
考
え
行

動
す
る
事
が
我
々
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
使

命
だ
と
考
え
ま
す
。

　

ど
う
か
こ
の
一
年
間
、
御
指
導
、
御
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

2R-1ZC

秋山　克幸
（新居浜中央）

2R-2ZC

井出　幸彦
（今治東）

2R-3ZC

佐藤　嘉高
（川之江）

2R-4ZC

越智　吉輝
（東　予）

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
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就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
度
、
３
R
―
2
Z
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
に
任
命
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

八
幡
浜
み
な
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の

菊
池
英
充
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
G
A
T
会
則
委
員
会
の
委
員

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
思
う
よ
う
な
会

員
拡
大
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
年
度
は
、
市
村
通
夫
地
区
ガ
バ
ナ
ー
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
感
謝
を
込
め
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」

の
下
、
経
済
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
行

動
に
舵
を
切
り
、
少
し
ず
つ
で
も
以
前
の
よ

う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
賦
活
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
間
の
友
愛

に
努
め
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
魅
力
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
年
間
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

梅
雨
入
り
宣
言
が
な
さ
れ
鬱
陶
し
い
日
々

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
３
Ｒ
―
１
Ｚ
Ｃ
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
、
宇
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所

属
の
正
司
弘
で
す
。
会
員
歴
は
浅
く
10
年
を

迎
え
て
い
ま
す
。
Ｚ
Ｃ
と
い
う
重
職
を
拝
命

し
ど
の
よ
う
に
企
画
運
営
し
て
い
い
も
の

か
、
戸
惑
い
を
隠
し
き
れ
な
い
日
々
が
続
い

て
い
ま
す
。
単
位
ク
ラ
ブ
の
10
年
の
活
動
は

微
々
た
る
も
の
で
幹
事
、
会
長
、
３
Ｒ
―
Ｍ

Ｃ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
・
大
会
委
員
及
び
ク

ラ
ブ
Ｍ
Ｃ
・
地
区
誌
編
集
委
員
長
を
経
験
し

た
程
度
で
、
前
任
の
３
Ｒ
―
１
Ｚ
Ｃ
の
城
戸

彰
様
の
お
膝
元
に
も
及
ば
な
く
見
識
の
薄
さ

を
感
じ
て
い
る
次
第
で
す
。

　

お
役
に
立
た
な
い
と
は
存
じ
ま
す
が
、
市

村
通
夫
地
区
ガ
バ
ナ
ー
「
感
謝
を
込
め
て

ウ
ィ
サ
ー
ブ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
清

流
で
活
動
す
る
カ
ワ
セ
ミ
の
素
早
さ
、
美
し

さ
、
活
動
力
等
を
胸
に
刻
み
、
不
易
と
流
行

を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
一
歩
々
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

時
代
は
、
持
続
可
能
な
地
球
環
境

（
S
D
G
s
）の
構
築
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

I
T
情
報
化
社
会
、
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
と
生

活
、
サ
ル
痘
感
染
の
広
が
り
、
世
界
の
軍
事

侵
攻
問
題
等
々
ウ
ィ
サ
ー
ブ
の
精
神
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
南
宇
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
埜

下
浩
孝
Ｒ
Ｃ
の
ご
指
導
の
下
、
各
ク
ラ
ブ
会

員
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
Ｚ
Ｃ
と

し
て
の
任
務
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
、
１
年
間
ご
指
導
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

　

今
年
度
３
Ｒ
―
３
Ｚ
Ｃ
の
重
責
を
担
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
鬼
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
赤
松
俊
二
で
す
。

　

入
会
9
年
目
に
な
り
、
そ
の
間
に
ク
ラ
ブ

の
会
長
・
地
区
委
員
を
経
験
し
て
参
り
ま
し

た
。

こ
の
度
、
こ
の
よ
う
な
大
役
を
務
め
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
未
熟
な

が
ら
も
今
一
度
初
心
に
返
り
勉
強
を
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
３
Ｒ
―
３
Ｚ
は
、
４
ク
ラ
ブ
が
存
在

し
ま
す
。
抱
え
た
問
題
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま

す
が
、
様
々
な
情
報
や
ご
意
見
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
１
年
Ｗ
ｅ

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
（
真
心
こ
め
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
）

の
も
と
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
ク
ラ
ブ
を
つ
な

ぐ
役
目
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
現
代
社
会
に

お
い
て
何
が
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
模
索
し
な
が
ら
、
3
Ｒ
―
3
Ｚ
の
ク

ラ
ブ
発
展
の
為
、
微
力
な
が
ら
一
生
懸
命
努

力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

力
合
わ
せ
て 

We　
S
e
r
v
e

　

こ
の
度
4
R
―
1
Z
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
致
し
ま
し
た
高
松
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
二
見
尚
子

で
す
。
私
の
所
属
し
て
い
る
高
松
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
結
成
し
て
7
年
目
の
若

い
ク
ラ
ブ
で
す
が
、
Ｚ
Ｃ
と
い
う
大
役
を
果

た
す
た
め
に
、
ク
ラ
ブ
会
員
が
一
致
団
結
し

て
お
り
ま
す
。

　

私
の
個
人
的
な
こ
と
で
す
が
、
父
親
が
高

松
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
メ

ン
バ
ー
で
あ
っ
た
関
係
で
、
小
学
生
時
代
か

ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
行
事
に
参
加
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
思
い
出
と

し
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
で
笑
い
に
満
ち
た
奉
仕
活
動
を
行
っ
て

い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

時
代
が
変
わ
り
、
奉
仕
の
形
態
も
変
化
し

て
き
ま
し
た
が
、
喜
び
の
中
で
の
奉
仕
活
動

を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
画
一
的
な
ク
ラ
ブ
運
営
で
は
な
く
、

ク
ラ
ブ
や
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
個
性
の

あ
る
ク
ラ
ブ
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
的
に
会
員
が
減
少
し
て
い
る

状
況
で
す
。
そ
の
た
め
単
一
の
ク
ラ
ブ
で
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
は
、
限
界
が
あ
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
来
は
、
単
一
ク

ラ
ブ
で
の
奉
仕
活
動
が
原
則
で
す
が
、
他
ク

ラ
ブ
や
ゾ
ー
ン
全
体
で
合
同
奉
仕
を
企
画
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

各
ク
ラ
ブ
と
の
情
報
交
換
や
意
見
の
集
約
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
私
は
Ｚ
Ｃ
と
し
て

お
手
伝
い
を
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
ど
う

ぞ
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

3R-1ZC

正司　弘
（宇　和）

3R-2ZC

菊池　英充
（八幡浜みなと）

3R-3ZC

赤松　俊二
（鬼　北）

4R-1ZC

二見　尚子
（高松フェニックス）

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
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就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
度
、
初
め
て
の
地
区
役
員
で
あ
る
、

３
Ｚ
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
東
か
が
わ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

江
元
祥
晃
で
す
。

　

様
々
な
活
動
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
は
、
香
川
県
で
は

高
止
ま
り
の
様
相
か
ら
若
干
減
少
し
始
め
て

い
る
も
の
の
、
今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
例
会

の
開
催
や
奉
仕
活
動
等
に
大
き
く
影
響
し
て

き
ま
す
が
、
感
染
予
防
対
策
を
考
慮
し
な
が

ら
前
向
き
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

市
村
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
活
動
基
本
方
針
で

あ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
感
謝
を
込
め
て
ウ
ィ

サ
ー
ブ
」
と
ガ
バ
ナ
ー
キ
ー
ワ
ー
ド
「
不
易

流
行
」
に
基
づ
き
、
松
原
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
の
ご
指
導
の
も
と
、
５
ク
ラ
ブ

に
活
動
方
針
を
お
伝
え
す
る
と
共
に
、
ク
ラ

ブ
同
士
の
交
流
を
深
め
、
一
番
の
問
題
で
あ

る
会
員
増
強
等
に
取
組
ん
で
い
く
所
存
で

す
。

　

会
員
の
皆
様
、
こ
の
一
年
、
ご
協
力
と
ご

支
援
を
頂
け
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

2
0
2
2
年
度
新
体
制
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
発
足
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も

明
る
く
元
気
に
朗
ら
か
に
世
界
の
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
一
丸
と
な
っ
て
奉
仕
活
動
に
従
事
し
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ラ
イ
オ
ン
活
動
は
身
を
削
り
与
え
る
活

動
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

教
育
、
を
通
じ
て
愛
を
届
け
て
行
っ
て
い
る
の

で
す
。
損
得
を
越
え
た
こ
の
慈
愛
の
活
動
は
次

元
の
高
い
も
の
で
す
。
こ
の
与
え
る
活
動
は
確

実
に
好
循
環
を
生
み
出
す
事
が
で
き
ま
す
。

　

小
さ
な
蝶
の
羽
ば
た
き
が
連
鎖
し
て
伝
わ

り
、
地
球
の
反
対
側
で
台
風
に
な
る
と
い
う
事

を
科
学
で
は
「
バ
タ
フ
ラ
イ
効
果
」
と
言
い
ま

す
。
元
々
は
一
人
の
発
願
に
よ
り
始
ま
っ
た
こ

の
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
奉
仕
の
輪
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
そ
の
も
の
が
こ
の
「
バ
タ
フ
ラ
イ
効
果
」

を
実
証
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

我
々
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
は
小
さ
な
努

力
、
行
動
、
言
葉
、
想
い
の
積
み
重
ね
で
す
。

戦
争
や
飢
餓
、疾
病
、不
況
、天
変
地
異
、等
々
、

大
き
な
荒
波
に
は
と
て
も
抗
え
な
い
よ
う
に
思

え
ま
す
。

　

確
か
に
一
人
が
行
う
小
さ
な
活
動
は
大
海

原
に
滴
る
一
滴
の
雨
粒
の
様
な
も
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
達
1
4
0
万
人
の
会
員

が
行
う
奉
仕
の
滴
り
を
合
わ
せ
る
と
世
界
最
大

級
の
ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
我
々
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
動

す
る
意
義
は
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
意
識
を
合
わ
せ
、
想
い

を
共
有
し
、
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
の
な
ん
と

力
強
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
も
力
を
合
わ
せ
て
好
循
環
を
生
み
出

し
、
世
界
の
燈
明
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
共
に
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

『
雲
外
蒼
天
』

　
「
雲
外
蒼
天
」
こ
の
言
葉
、
皆
さ
ん
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
、
も
と
も
と
の
意
味
「
雲
の

外
は
青
空
」
が
転
じ
て
「
困
難
の
先
に
は
明

る
い
未
来
が
あ
る
」、「
今
は
つ
ら
い
け
ど
、

頑
張
れ
ば
報
わ
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
、
物

事
が
う
ま
く
い
か
な
い
、
思
い
通
り
に
な
ら

な
い
と
き
、
自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
て
お

り
ま
す
。

　

蒼
天
と
な
れ
ば
、「
青
空
」を
表
し
ま
す
が
、

蒼
の
一
字
は「
緑
が
か
っ
た
青
緑
に
近
い
色
」

を
表
す
そ
う
で
す
。
な
ん
と
日
本
語
は
難
解

な
の
で
し
ょ
う
か
。
閑
話
休
題

　

さ
て
こ
の
度
４
リ
ジ
ョ
ン
４
ゾ
ー
ン
の

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
今
、
各
ク
ラ
ブ
も
コ
ロ
ナ
禍
等
の
影
響

で
、
例
会
も
満
足
に
開
催
で
き
な
い
中
、
会

員
増
強
ど
こ
ろ
か
、
会
員
減
少
の
憂
き
目
に

あ
っ
て
い
る
ク
ラ
ブ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ゾ
ー
ン
内
で
各
ク
ラ
ブ
の
良
い
点

を
出
し
合
い
、
会
話
を
進
め
て
い
き
、
各
ク

ラ
ブ
が
青
空
に
な
る
よ
う
、
お
役
に
立
て
た

ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
「
楽
し
ん
で
や
る
苦
労
は
、
苦
痛

を
癒
す
も
の
だ
」　
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
）
の
言
葉
の
よ
う
に
、
楽
し
ん
で

一
年
過
ご
せ
る
よ
う
ゾ
ー
ン
の
皆
様
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
、
市
村
通
夫
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
も

と
５
Ｒ
―
１
Ｚ
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

を
仰
せ
つ
か
り
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。

　

市
村
ガ
バ
ナ
ー
の
目
標
・
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、
東
條
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
の
ご
指
導
の
も
と
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と

ゾ
ー
ン
内
７
ク
ラ
ブ
と
の
橋
渡
し
の
役
目
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

世
界
的
な
食
糧
不
足
と
貧
困
者
の
増
加
、

加
え
て
未
だ
収
束
し
な
い
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
、

困
難
な
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
各
ク
ラ
ブ

様
に
は
、
少
し
で
も
未
来
に
希
望
が
持
て
る

素
晴
ら
し
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実
践
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

各
ク
ラ
ブ
の
役
員
様
は
じ
め
会
員
の
皆

様
、
こ
れ
か
ら
の
一
年
微
力
な
が
ら
も
精
一

杯
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

4R-2ZC

三好　東曜
（高松東）

4R-3ZC

江元　祥晃
（東かがわ）

4R-4ZC

鏡原　勲男
（高松玉藻）

5R-1ZC

長尾　克己
（坂出白峰）

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
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こ
の
度
、
６
Ｒ
―
１
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
、
高
知
柏
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
所
属
の
矢
野
義
尚
で
す
。

　

Ｚ
Ｃ
と
し
て
役
割
は
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
そ

し
て
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
基
本
方
針
や
目
標
・

目
的
を
理
解
し
、
Ｒ
Ｃ
と
の
連
携
を
取
り
つ

つ
６
Ｒ
―
１
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
内
ク
ラ
ブ
会
員
の

皆
様
に
正
確
に
、
意
思
の
伝
達
が
出
来
る
か

が
重
要
な
任
務
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

地
区
ガ
バ
ナ
ー
そ
し
て
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の

意
向
や
志
を
含
め
た
思
い
を
、
６
Ｒ
―
１
Ｚ

の
ゾ
ー
ン
ク
ラ
ブ
内
の
皆
様
に
ど
こ
ま
で
伝

達
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
？

　

私
自
身
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
課
題
だ
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
方
の
ご
意
見
も

Ｒ
Ｃ
を
通
じ
て
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
伝
達
す

る
こ
と
も
仕
事
の
役
割
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

先
ず
、
ゾ
ー
ン
内
会
員
の
皆
様
と
の
協
力

体
制
を
図
り
、
楽
し
い
事
業
と
し
て
受
け
入

れ
て
頂
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
所
存
で

す
。

今
後
と
も
、
６
Ｒ
―
１
Ｚ
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様

方
の
ご
指
導
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
度
、
５
Ｒ
―
２
Ｚ
Ｃ
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
高
橋
啓
二
で
ご
ざ
い
ま
す
。
所
属
す
る

観
音
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
か
ら
推

挙
さ
れ
た
と
は
い
え
、
私
の
ラ
イ
オ
ン
歴
は

ま
だ
ま
だ
浅
く
力
不
足
の
と
こ
ろ
は
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
一
度
決
心
し
た
か
ら
に
は
頑

張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

5
月
に
開
催
の
地
区
役
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
基

本
方
針
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ガ
バ
ナ
ー

の
思
い
は
、
３
年
前
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
で

人
々
の
行
動
や
価
値
観
が
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
そ
ん
な
中
で
人
と
接
し
心
の
温
か
さ

に
触
れ
た
と
き
に
深
く
感
謝
で
き
る
も
の

だ
。

　

そ
の
意
味
か
ら
、
今
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る

「
奉
仕
」
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
！
そ
の
思

い
を
「
感
謝
を
込
め
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
と
。

　

私
は
、
心
優
し
い
ガ
バ
ナ
ー
の
思
い
が
広

く
行
き
渡
る
「
奉
仕
活
動
」
を
目
標
に
し
て
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
Ｚ
Ｃ
と
し
て
各
ク
ラ
ブ
と

親
密
な
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
活
動
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
皆
さ
ん
の

ご
支
援
が
な
け
れ
ば
到
底
か
な
い
ま
せ
ん
、

ど
う
か
温
か
い
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

　

今
期
６
Ｒ
―
２
Ｚ
Ｃ
に
就
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
中
土
佐
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

前
田
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
が
見
え
な

い
中
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
軍
事

侵
攻
で
、世
界
的
に
原
油
の
流
通
が
昏
迷
し
、

原
油
価
格
の
高
騰
、
そ
れ
に
伴
う
ガ
ソ
リ
ン

価
格
の
高
止
ま
り
に
よ
る
国
内
で
の
輸
送
コ

ス
ト
の
上
昇
、
又
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
の
穀
物
、
特
に
小
麦
の
供
給
不
足
に
よ
る

食
料
不
足
並
び
に
価
格
の
高
騰
、
そ
し
て
円

安
に
よ
る
輸
入
品
の
高
騰
等
、
い
ま
日
本
国

内
で
は
、
私
達
が
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

無
い
経
済
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
於
い
て
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
維
持
、
発
展
を
確
保
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
ク
ラ
ブ

員
の
現
状
維
持
を
第
一
に
掲
げ
、
全
て
の
会

員
が
新
規
会
員
の
加
入
に
尽
力
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

都
市
部
、郡
部
共
に
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

ク
ラ
ブ
全
体
で
こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
指
導
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
度
、
６
Ｒ
―
３
Ｚ
Ｃ
を
務
め
さ
せ
て

頂
き
ま
す
、
宿
毛
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
山

下
章
一
で
す
。
お
引
き
受
け
し
た
か
ら
に
は

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
生
懸
命
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
は
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
と
各
ク
ラ
ブ
の
間
の
パ
イ
プ
役
と
い

う
立
場
で
あ
り
な
が
ら
自
身
が
未
だ
に
勉
強

不
足
で
あ
り
、
そ
の
重
責
に
日
々
緊
張
し
て

お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
感
染
拡
大
防
止
の
為
、

色
々
な
事
業
や
会
議
が
開
催
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
や
っ
と
こ
こ
に
き
て
基
本

的
な
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ

り
、
前
向
き
に
事
業
の
開
催
が
検
討
さ
れ
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま

す
。

　

幸
い
、
寺
尾
６
Ｒ
Ｃ
は
同
じ
３
Ｚ
の
方
で

あ
り
ま
す
。
充
分
な
指
導
監
督
を
受
け
３
Ｚ

５
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
の
例
会
訪
問
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
様
々
な
事
業
に
も
積
極
的
に

参
加
し
、
ク
ラ
ブ
の
３
役
さ
ん
を
は
じ
め
会

員
の
皆
方
と
話
を
し
て
、意
見
等
を
集
約
し
、

Ｒ
Ｃ
及
び
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
連
絡
、
報
告
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
間
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

３
Ｚ
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
指
導
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

5R-2ZC

高橋　啓二
（観音寺）

6R-1ZC

矢野　義尚
（高知柏）

6R-2ZC

前田　清次
（中土佐）

6R-3ZC

山下　章一
（宿　毛）

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
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こ
の
度
７
Ｒ
―
２
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
、

高
知
黒
潮
Ｌ
Ｃ
所
属
の
坂
東
伸
政
で
す
。

　

今
期
も
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
の
影

響
を
受
け
、
事
業
等
活
動
に
も
ま
だ
困
難
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
会
員
減
に
も
歯
止
め
が
か

か
ら
ず
、
各
ク
ラ
ブ
の
運
営
も
非
常
に
苦
戦

を
さ
れ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
様
な
思
い
を

引
き
ず
っ
て
い
て
も
前
に
進
め
ま
せ
ん
。

　

今
期　

市
村
ガ
バ
ナ
ー
の
元
、
地
区
役

員
・
委
員
を
始
め
ク
ラ
ブ
会
長
・
ク
ラ
ブ
役

員
の
皆
様
が
一
丸
と
な
り
、
今
ま
で
の
暗
雲

を
吹
き
飛
ば
し
、
新
し
い
風
を
受
け
入
れ
る

為
に
、
７
月
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
新
会
員
増
強

に
皆
様
で
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
７
Ｒ
は
岸
Ｒ
Ｃ
の
元
、
会
員
増
強
に

最
も
力
を
入
れ
、
新
会
員
の
皆
様
と
新
し
く

楽
し
い
ラ
イ
オ
ン
ズ
ラ
イ
フ
を
楽
し
め
る
様

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
又
、
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

　

今
期
７
R
―
1
Z
C
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
南
国
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
森
本
孝
明
で

す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
10
数
年
で
こ

の
よ
う
な
大
役
就
任
と
な
り
緊
張
し
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
度
７
R
―
1
Z
の
各
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
に
お
き
ま
し
て
も
、感
染
症
の
関
係
上
、

ク
ラ
ブ
の
運
営
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
活
動
に

苦
心
さ
れ
て
い
た
事
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

私
ど
も
南
国
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
も
、

昨
季
ク
ラ
ブ
結
成
50
周
年
で
式
典
の
開
催
を

ク
ラ
ブ
内
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
不
安
視
す
る

会
員
も
お
り
ま
し
た
が
、
先
輩
会
員
や
式
典

会
場
に
は
こ
の
よ
う
な
時
期
な
が
ら
の
適
切

な
対
応
を
し
て
頂
き
、
ま
た
多
く
の
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
様
の
出
席
も
い
た
だ
き
開

催
出
来
た
こ
と
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
、
7
R
―
1
Z
の
各
ク
ラ
ブ
の

運
営
・
交
流
が
少
し
で
も
元
に
戻
れ
る
よ
う

に
努
力
し
な
が
ら
、
市
村
通
夫
地
区
ガ
バ

ナ
ー
の
「
感
謝
を
込
め
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
岸
岩
男
R
C
に
ご
指
導
を

い
た
だ
き
、
微
力
で
自
分
自
身
も
勉
強
し
な

が
ら
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
各
ク
ラ
ブ
と
の

パ
イ
プ
役
に
な
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
の

で
、
7
R
―
1
Ｚ
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
、7
R
―
3
Z
C
の
任
命
を
受
け
、

そ
の
重
責
を
担
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
仕
事
は
市
村
通
夫
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の

運
営
方
針
に
基
づ
き
3
ゾ
ー
ン
内
各
ク
ラ
ブ

の
要
望
や
意
見
を
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
お
伝
え

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

岸
7
R
C
の
ご
指
導
の
も
と
各
リ
ジ
ョ

ン
、
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
3
ゾ
ー
ン
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
精
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ウ
ィ
サ
ー
ブ
の
精

神
を
大
切
に
し
な
が
ら
各
ク
ラ
ブ
の
情
報
を

共
有
し
、
情
報
共
有
の
豊
か
さ
が
ク
ラ
ブ
活

性
化
に
繋
が
り
、
輝
き
あ
る
奉
仕
活
動
に
な

る
よ
う
各
ク
ラ
ブ
と
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
懸
け

橋
と
な
り
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
御
指
導
、

御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
８
Ｒ
―
１
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
重

責
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
の
ゾ
ー
ン
に
は
７
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
が
あ
り
、
優
れ
た
会
員
が

お
ら
れ
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
指
導
を
受

け
つ
つ
、
お
知
恵
を
お
借
り
し
な
が
ら
今
期

１
年
間
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
期
は
ク
ラ
ブ
会
長
で
あ
り
ま
し
た
。
会

長
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
い
つ
も
笑
顔
で
W
e　

S
e
r
v
e
」で
し
た
。義
務
感
で
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
行
う
の
で
は
な
く
、
楽
し
く
笑
顔

で
活
動
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
思
い
か
ら
定
め

た
も
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ク
ラ
ブ
運

営
で
し
た
。
こ
れ
を
言
い
訳
に
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
十
分
な
活
動
は
、
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
。

　

今
期
は
Ｚ
Ｃ
と
い
う
立
場
か
ら
乾
２
Ｚ
Ｃ

と
と
も
に
立
道
８
Ｒ
―
Ｒ
Ｃ
を
お
支
え
し
、

市
村
３
３
６
―
Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
感
謝
を
込
め
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」
に
従

い
ま
し
て
、
地
区
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

初
心
に
か
え
り
ま
し
て
、
職
務
を
遂
行
し

て
ま
い
り
ま
す
。
地
区
役
員
、
地
区
委
員
の

力
を
結
集
し
ま
し
て
、
精
一
杯
務
め
ま
す
の

で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

7R-1ZC

森本　孝明
（南　国）

7R-2ZC

坂東　伸政
（高知黒潮）

7R-3ZC

西内　康志
（高知桂）

8R-1ZC

孫田　勤
（小松島）

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
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就
任
の
挨
拶

　

こ
の
た
び
９
Ｒ
―
１
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
に
就
任
い
た
し
ま
す
藍
住
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
大
塚
計
次
で
す
。
こ
の

よ
う
な
大
役
を
拝
命
し
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
に
よ

り
、
各
ク
ラ
ブ
様
に
も
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
困

難
を
極
め
て
お
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
日
々

の
状
況
が
変
化
し
て
い
る
な
か
「
感
謝
を
こ

め
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」
の
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
想
い
を
、
ゾ
ー
ン
内
の
会
員
様
に
ど
の

よ
う
に
伝
え
て
い
く
の
か
。
水
野
浩
吉
リ

ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
指
導
の
下
、

未
来
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
の
た
め
に
、
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
・
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
度
上
板
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
推
薦
に

よ
り
「
８
R
―
２
Z
C
」
を
務
め
さ
せ
て
頂

き
ま
す
乾
崇
で
す
。

　

上
板
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
さ
せ
て

頂
い
て
10
年
目
で
、
地
区
役
員
・
委
員
は
ま

だ
先
の
こ
と
と
考
え
て
い
た
だ
け
に
、
大
役

を
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
り
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
1
年
間
は
、国
際
協
会
、キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
、８
リ
ジ
ョ
ン
の
方
針
に
沿
っ
て
、

各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
と
例
会
訪
問
、
諮
問
委
員

会
等
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
、
よ
り
良
い
ク

ラ
ブ
運
営
、
魅
力
あ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

と
な
る
よ
う
に
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
難
し
い
ク

ラ
ブ
運
営
・
活
動
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す

が
、
ガ
バ
ナ
ー
キ
ー
ワ
ー
ド
「
不
易
流
行
」

を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
各
ク
ラ
ブ
の
運
営
は
長

い
歴
史
を
経
て
培
わ
れ
た
伝
統
を
守
り
な
が

ら
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
新
し
い
も
の

を
取
り
入
れ
て
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
図
り

「
楽
し
い
例
会
」「
楽
し
い
奉
仕
活
動
」
と
な

る
よ
う
に
努
め
、
会
員
の
維
持
、
そ
し
て
、

自
信
を
持
っ
て
新
規
会
員
の
勧
誘
が
出
来
る

よ
う
な
魅
力
あ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
な

る
よ
う
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
1
年
間

皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
度
９
Ｒ
―
２
Z
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
、
阿
波
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
藤
原
茂
芳

と
申
し
ま
す
。

　

私
の
ラ
イ
オ
ン
歴
は
ま
だ
８
年
ほ
ど
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
幹
事
や
会
長
と
し
て
ク
ラ
ブ

運
営
に
関
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
回
の

Z
C
就
任
は
、
こ
れ
ま
で
の
中
で
最
大
の
重

圧
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
ク
ラ
ブ

の
運
営
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
実
施
と
共
に
ク

ラ
ブ
同
士
の
交
流
の
機
会
も
減
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
年
度
は
か
な
り
回
復
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
し
、
特
に
、
今
年

度
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
と
な
る
鴨
島
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
は
、
阿
波
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ス

ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
ご

指
導
に
報
い
る
意
味
で
も
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
と
し
て
の
活
動
を
通
じ
て
、
ゾ
ー

ン
の
活
性
化
の
一
助
と
な
る
よ
う
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
寛
容
で
力
強
い
ご
協
力
を
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

9R-1ZC

大塚　計次
（藍　住）

9R-2ZC

藤原　茂芳
（阿　波）

8R-2ZC

乾　　崇
（上　板）

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
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長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
久
々
の
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
国
際
大
会
に
於
い
て
、

市
村
通
夫
地
区
ガ
バ
ナ
ー
は
就
任
さ

れ
、
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
の
船

出
と
な
り
ま
し
た
。

　

多
発
す
る
自
然
災
害
に
於
い
て
、

我
々
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
、

「
い
ざ
・
・
・
」
の
時
に
、「
何
を
す
る

の
か
・・
？
」、「
何
を
す
べ
き
か
・・
？
」

　

こ
の
よ
う
な
災
害
に
対
し
、
支
援
・

受
援
体
制
を
図
る
べ
く
、
日
本
ラ
イ
オ

ン
ズ
・
ア
ラ
ー
ト
委
員
会
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
8
複
合
地

区
で
も
ア
ラ
ー
ト
委
員
会
が
設
立
さ

れ
、
複
合
地
区
よ
り
委
員
・
班
長
、
地

区
よ
り
副
班
長
が
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
・

ア
ラ
ー
ト
委
員
会
へ
出
向
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
区
で
も
独
立
し
た
ア
ラ
ー
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
最
終
的
に
は
、

全
ク
ラ
ブ
に
ア
ラ
ー
ト
委
員
会
が
設
立

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
「
い
つ
・
ど
こ
で
・
ど
ん
な
災
害
が
・

ど
れ
ほ
ど
の
規
模
で
」
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
自
然
災
害
に
対
し
て
、
我
々
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
ど
う
向
き
合
う
べ

き
な
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
そ
の
組
織
力

を
最
大
限
に
活
か
し
た
支
援
が
可
能
と

な
る
の
か
・
・
を
考
え
た
時
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
な
ら
で
は
の
活
動
を
実
施
す
べ
く

「
3
3
6
―
A
地
区
ア
ラ
ー
ト
チ
ー
ム
」

を
構
築
し
、
活
動
模
範
を
制
定
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と
ア
ラ
ー

ト
チ
ー
ム
が
中
心
と
な
っ
て
、
日
本
ラ

イ
オ
ン
ズ
・
ア
ラ
ー
ト
委
員
会
・
複
合

地
区
ア
ラ
ー
ト
委
員
会
と
も
密
な
連
携

を
図
り
、
速
や
か
に
被
災
地
へ
の
支
援

が
で
き
る
体
制
を
整
え
、
適
切
な
指
揮

を
執
れ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

2
0
2
2
―
2
0
2
3
年
度
の
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
で
地
区
G
M
A
ク
ラ
ブ
満
足

度
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
又
、
地
区
デ
ジ
タ

ル
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
言
う
役
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
、
高
松
源
平
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
長
尾
和
彦
と
申
し
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム
の
役
割
と
し
て
、

各
ク
ラ
ブ
が
奉
仕
報
告
を
マ
イ
・
ラ
イ

オ
ン
で
行
う
こ
と
を
習
慣
に
す
る
た
め

に
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
確
立
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

奉
仕
の
予
定
も
マ
イ
・
ラ
イ
オ
ン
に

U
P
し
ク
ラ
ブ
の
奉
仕
を
他
の
ク
ラ
ブ

に
宣
伝
し
た
り
、
ま
た
結
果
を
報
告

し
、
ど
ん
な
人
に
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
が

あ
っ
た
か
分
析
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
多
く
の
方
が
、
皆
さ
ん
の
奉
仕
の

様
子
を
見
て
励
ま
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、G
S
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

R
C
、
Z
C
が
こ
の
マ
イ
・
ラ
イ
オ
ン

か
ら
地
区
の
奉
仕
の
様
子
を
見
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　

又
、
Ｍ
ｙ
Ｌ
Ｃ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と

も
推
奨
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
ク
ラ
ブ
情
報
、
会
員
情
報
の
日
本

語
を
整
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
で
も

M
y
L
C
I
の
情
報
を
中
心
に
し
て
使

用
し
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、
ク
ラ
ブ

単
位
の
役
員
一
覧
等
々
を
印
刷
し
た
と

き
M
y
L
C
I
に
日
本
語
入
力
さ
れ
て

い
な
い
ク
ラ
ブ
だ
け
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

で
出
力
さ
れ
て
し
ま
い
す
。
ま
ず
は
今

期
と
次
期
の
ク
ラ
ブ
の
役
員
、
又
ク
ラ

ブ
に
所
属
し
て
い
る
地
区
役
員
の
日
本

語
情
報
を
登
録
し
て
頂
け
れ
ば
助
か
り

ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
ク
ラ
ブ
で
も
活

用
し
や
す
く
な
り
ま
す

　

ま
た
G
M
A
会
員
満
足
度
に
つ
い
て

も
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。
研
究
成
果

を
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
と
力
を

合
わ
せ
て
各
ク
ラ
ブ
に
情
報
提
供
で
き

る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
に
し
て
皆
様
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

か
ら
歓
び
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ア
ラ
ー
ト
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

　
高
岡　
英
治
（
松
山
湯
築
）

実
動
で
き
る
ア
ラ
ー
ト
チ
ー
ム

　

デ
ジ
タ
ル（
D
X
）チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

　
長
尾　
和
彦
（
高
松
源
平
）

地
区
G
M
A
ク
ラ
ブ
満
足
度
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
・
地
区
デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
と
し
て

チ
ー
ム
・
常
設
委
員
会
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Ｍ
Ｃ
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
地
域
社
会
と
の
相
互

の
情
報
提
供
即
ち
、
双
方
向
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
ま
す
。

　

各
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
会
報
誌
の
発

行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
等
）
に
よ
る
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
諸
施
策
な
ど
の
情
報
提
供
を

積
極
的
に
実
施
し
、
地
域
社
会
へ
の
広

報
・
広
聴
活
動
を
よ
り
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
ま
す
。

　

地
区
誌
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
年
４

回
（
七
月
・
十
一
月
・
三
月
・
六
月
）

の
予
定
で
発
行
し
、
タ
イ
ト
ル
は
「
し

こ
く
」
と
し
ま
す
。
ま
た
表
紙
の
デ
ザ

イ
ン
は
、
四
国
四
県
各
地
の
「
お
城
」

を
題
材
と
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。
記

事
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ガ
バ
ナ
ー
の

基
本
方
針
に
沿
っ
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の

動
向
な
ど
ま
た
、
各
ク
ラ
ブ
に
お
け
る

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
紹
介
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
す
の
で
、
ク
ラ
ブ
か
ら
の
積

極
的
な
情
報
提
供
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
「
W
I
T
H
コ
ロ
ナ
時
代
」
を
迎
え

世
界
は
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
に
切
り
替
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
対
面
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
徐
々
に
戻
り
つ

つ
あ
る
中
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
も
今

ま
で
の
既
存
の
在
り
方
か
ら
少
し
視
点

を
変
え
て
み
て
、
新
し
い
事
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
る
良
い
時
期
に
来
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
チ
ー
ム

（
G
A
T
）・
グ
ロ
ー
バ
ル
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
（
G
M
A
）
で
は

会
員
増
強
の
推
進
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
が
、
各
ク
ラ
ブ
が
独
自
の
や
り
方
で

女
性
や
若
い
世
代
の
会
員
獲
得
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
は

誰
か
の
た
め
、
何
か
の
た
め
に
役
に
立

て
た
と
思
っ
た
時
に
幸
せ
を
感
じ
る
と

い
い
ま
す
。
私
た
ち
ラ
イ
オ
ン
は
幾
度

と
な
く
そ
の
幸
福
感
を
味
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

　

会
員
以
外
で
世
の
中
に
は
大
小
に
か

か
わ
ら
ず
社
会
に
何
か
貢
献
し
た
い
と

思
う
人
々
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
は
同
じ
志
を
持
つ
方
々
に
気
軽
に
入

会
し
て
も
ら
う
為
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
特
化
し
た
『
ク
ラ
ブ
支
部
』
作
り

に
も
光
を
当
て
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
全

体
の
裾
野
を
広
げ
、
素
晴
ら
し
い
リ
ー

ダ
ー
を
発
掘
し
5
年
、
10
年
後
の
持
続

可
能
な
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
見
据
え

て
種
を
蒔
い
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
年
間

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

吉野川市の鳥　カワセミをモチーフにしました！
　カワセミは、きれいな水辺に棲（す）む鳥であり、市の名称
の由来でもある吉野川の清流を象徴する鳥です。

　

Ｍ
Ｃ
・
地
区
誌
編
集
委
員
会

　

委
員
長

　
赤
星　
朝
彦
（
神　

山
）

　

G
A
T
・
G
M
A
・
会
則
委
員
会

　

委
員
長

　
一
宮　
昭
夫
（
北　

島
）

次
世
代
へ
の

　

持
続
可
能
な
ク
ラ
ブ
づ
く
り

チ
ー
ム
・
常
設
委
員
会
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市
村
ガ
バ
ナ
ー
の
今
期
最
重
点
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
「
子
ど
も
食
堂
」
へ
の

支
援
で
す
。現
在
の「
子
ど
も
食
堂
」は
、

た
だ
単
に
子
ど
も
に
安
価
に
食
事
を
提

供
す
る
だ
け
で
な
く
、
大
人
や
お
年
寄

り
、
様
々
な
年
代
の
方
が
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
な

ど
を
相
談
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
所
と
し
て
大
切
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
支
援
の
方
法
は
様
々
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
地

区
全
ク
ラ
ブ
の
支
援
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

ま
た
、
元
来
フ
ー
ド
ロ
ス
か
ら
生
ま

れ
た
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
で
す
が
、
現

在
で
は
環
境
面
だ
け
で
な
く
、
多
く
の

生
活
困
窮
者
の
た
め
に
様
々
な
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
企
業
な
ど
か
ら
提

供
さ
れ
た
食
品
や
日
用
品
は
一
人
親
家

庭
や
多
く
の
「
子
ど
も
食
堂
」
へ
も
提

供
さ
れ
、
青
少
年
の
育
成
に
も
幅
広
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。「
フ
ー
ド
バ
ン

ク
」
で
は
単
な
る
寄
付
だ
け
で
な
く
、

食
品
の
袋
詰
め
な
ど
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
も
歓
迎
さ
れ

ま
す
。
是
非
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

L
C
I
F
に
つ
い
て
は
戦
闘
の
長
期

化
が
懸
念
さ
れ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
シ
リ

ア
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
紛
争
な
ど

に
よ
り
人
道
支
援
や
食
料
支
援
な
ど
、

L
C
I
F
に
よ
る
支
援
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
期
も
前

期
同
様
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
つ
つ
あ
る
中
、

ク
ラ
ブ
主
催
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
の
促
進
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

今
年
の
平
和
ポ
ス
タ
ー
の
テ
ー
マ
は

「
思
い
や
り
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
に
な
ろ

う
」
で
す
。
応
募
の
勧
奨
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
応
募
要
項
の
ご
確
認
・

周
知
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望
を
失
う
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
私
た
ち
が
今
で
き

る
こ
と
を
仲
間
と
共
に
始
め
ま
し
ょ

う
！

　

各
ク
ラ
ブ
各
位
の
皆
様
か
ら
の
積
極

的
な
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

継
続
の
重
要
性

　

�　

当
委
員
会
に
は
多
種
の
奉
仕
活
動

が
あ
り
ま
す
。

　

�　

今
ま
で
数
多
く
の
諸
先
輩
方
が
続

け
て
こ
ら
れ
た
奉
仕
活
動
は
、
継
続

事
業
と
し
続
け
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

�　

そ
の
奉
仕
活
動
を
行
う
に
お
い

て
、
他
団
体
、
及
び
学
生
や
企
業
と

の
連
携
を
図
り
事
業
の
拡
大
化
を

図
っ
て
頂
き
、
ま
た
可
能
で
あ
れ
ば

マ
ス
コ
ミ
に
も
周
知
し
て
も
ら
え
れ

ば
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
認
知
度

を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

環
境
保
全

　

�　

S
D
G
ｓ
が
全
世
界
で
推
進
さ
れ

て
い
る
中
に
お
い
て
、
今
年
日
本
は

15
位
か
ら
19
位
へ
と
順
位
を
下
げ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
の
17
項
目
に
お
い

て
「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」
及
び

「
陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う
」
は
最
低

評
価
で
し
た
。そ
う
し
た
中
で
海
岸
、

河
川
、
公
園
等
の
清
掃
強
化
を
お
願

い
し
ま
す
。

献
血

　

�　

若
者
の
献
血
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
チ
ラ
シ
の
手
渡

し
も
む
ず
か
し
い
な
か
で
す
が
、
赤

十
字
献
血
セ
ン
タ
ー
等
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
使
い
献
血
の
重
要
性
を
伝

え
、
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　

�　

今
期
当
委
員
会
に
属
す
る
奉
仕

活
動
に
お
い
て
の
写
真
を
募
集
し
、

3
3
6
―
A
地
区
内
に
お
い
て
ア

ワ
ー
ド
の
対
象
と
し
ま
す
。
活
動
内

容
だ
け
で
な
く
、
写
真
と
し
て
の
出

来
栄
え
も
審
査
の
対
象
と
し
ま
す
。　

募
集
方
法
、
及
び
審
査
方
法
は
追
っ

て
通
知
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

「
W
E　

S
E
R
V
E　

我
々
は
奉
仕

す
る
」
の
も
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
活

性
化
の
為
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

環
境
保
全
・
保
健
福
祉
委
員
会

　

委
員
長

　
豊
岡　
隆
司
（
徳
島
城
山
）

　

青
少
年
・
L
C
I
F
・

　
　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
会

　

委
員
長

　
山
畠　
ま
ゆ
み
（
徳
島
藍
）

チ
ー
ム
・
常
設
委
員
会
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GAT・GMA・会則 委員会

2R

松
山
中
央

1R

今

治

岡
村
敬
造

3R

唐
住
利
明

此
松
秀
勝

阿

南

徳
島
眉
山

5R4R

高
知
り
ょ
う
ま

梶
原
俊
二

板
倉
定
夫

観
音
寺

高

知

大
河
内
孝

畠
中
耕
一

山
本
宗
宏

伊
予
吉
田

高

松

美
馬
克
行

北　島
6R 7R

委員長 一宮　昭夫
9R8R

中
村
秀
美

鴨
井
俊
徳

氏
家
寿
士

松
山
南

西
条
石
鎚

鳴

門

山
本
宗
一

開

忠
和

委員長 山畠　まゆみ

林

正
二

山
岡
和
也

高
橋
康
壽

徳島藍

高
知
よ
さ
こ
い

三
木
さ
ぬ
き

徳
島
吉
野
川

野
本
修
二
朗

善
通
寺

須

崎

八
幡
浜

青少年・LCIF・ライオンズクエスト 委員会

2R1R 3R 5R4R 6R 7R 9R8R

茶
谷

拓
至

徳

島

す
だ
ち

8R・9R
リーダー

三

豊

6R・7R
髙松源平長尾　和彦

デジタル（DX）チーム

1R・2R・3R 4R・５R
十
川

剛

泉

清
博

高
知
中
央

井
出

幸
彦

今
治
東

アラートチーム
松山湯築高岡　英治

出射　隆文

松
山
西

東

予

大

洲

高
松
空
港

3R
田
中

元

副リーダー

渡
邉

秀
揮

R9R1 5R
高松フェニックス

橋
本

嘉
胤

藍

住

4R
織
田

秀
樹

三

豊

6R
藤
戸

啓
朗

須

崎

高

知

よ
さ
こ
い

圃
山

登

宮
下

剛

リーダー

寺
尾

幸
記

橋
本

孝
志

2R 8R

小
松
島

7R

豊岡　隆司

鴨

島

高
知
鏡
川

石

井

丸
亀
京
極

山
本
隆
心

齋
藤

徹

山
添
純
二

赤
瀬
直
温

高

知

池

美
季

砂
本

健

委員長 徳島城山
環境保全・保健福祉 委員会

2R1R 3R 5R4R 6R 7R 9R8R

松
山
東

伊
予
小
松

内

子

大
野
八
重
子

菅

桂
二

髙
松
屋
島

石
田
靖
也

和
田
信
介

日
浅
哲
仁

元
木
章
生

阿
波
池
田

松

前

末
光
勝
幸

藪
脇
博
之

4R

綾
歌
郡

ＭＣ・地区誌編集 委員会

9R

佐
伯
康
司

三
好
正
俊

1R 2R 5R
委員長 赤星　朝彦　

乾

哲
郎

3R 7R
神山
8R

香
川

均

6R

高
知
中
央

土

成

四
万
十

伊

方

小
豆
島

川
之
江
中
央

近
藤
御
風

松
山
城
東

新
居
浜

三

瓶

大
塚

丈

中
川
政
彦

松
本
安
典

若
江

進

伊
藤
嘉
秀

朝
井
秀
幸

佐
川
越
知

高
知
鷹
城

徳
島
南

吉
田
幸
男

高知南

YCE・国際関係・ライオンズレオ 委員会

副委員長
高松葵川田　博文

北

島

八

栗

石
井
哲
夫

2R1R 3R 5R4R 6R 7R 9R8R
馬場　信一

委員長

多
度
津

　

こ
の
度
、
Y
C
E
・
国
際
関
係
・
ラ

イ
オ
ン
ズ
レ
オ
委
員
会
委
員
長
を
務
め

さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
微

力
な
が
ら
誠
心
誠
意
頑
張
る
所
存
で
す

の
で
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

Y
C
E
の
事
業
は
、
世
界
の
人
々
の

間
に
相
互
理
解
を
培
い
発
展
さ
せ
る
と

言
う
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
第
一
の
目
的

を
推
進
す
る
た
め
、
国
際
理
事
会
が

1
9
6
2
年
に
青
少
年
交
換
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
設
立
を
承
認
し
ま
し
た
。
そ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
、

　

①
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
、
国
際

理
解
と
親
善
を
促
進
す
る
。

　

②
異
な
る
文
化
背
景
を
持
つ
家
族
や

地
域
社
会
の
生
活
を
体
験
さ
せ
る
。

　

③
他
の
国
の
人
と
接
す
る
機
会
を
青

少
年
に
与
え
る

等
の
考
え
方
で
あ
り
ま
す
が
、
今
の
世

界
的
コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
ど
こ
ま
で
実
行

で
き
る
か
は
未
定
で
あ
り
ま
す
。
出
来

る
だ
け
新
し
い
情
報
を
早
く
お
伝
え
し

ま
す
。

　

そ
の
中
で
今
期
は
Y
C
E
・
国
際
関

係
に
於
き
ま
し
て
は
、
10
月
後
半
に
ア

ラ
ー
ト
チ
ー
ム
と
の
協
力
で
四
国
在
住

の
外
国
人
の
方
を
含
め
て
、
非
常
時
を

テ
ー
マ
に
し
た
キ
ャ
ン
プ
を
計
画
し
ま

す
。
ま
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
レ
オ
に
も
ア

ラ
ー
ト
に
特
化
し
た
組
織
作
り
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
し
非
常
時
に
強
い
地
域
作
り

を
ク
ラ
ブ
と
共
に
盛
り
立
て
て
い
け
れ

ば
と
、
ク
ラ
ブ
員
の
御
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Y
C
E
・
国
際
関
係
・

　
　

ラ
イ
オ
ン
ズ
レ
オ
委
員
会

委
員
長

　
川
田　
博
文
（
高
松
葵
）

チ
ー
ム
・
常
設
委
員
会
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第69回 336-A地区年次大会のご案内

徳島大会

第69回 地区年次大会
大会委員長

増富　義明
（鴨　島）

　
こ
の
度
、
第
69
回
地
区
年
次
大
会 

大
会
委

員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
鴨
島

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
増
富
義
明
と
申
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
１
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
前
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

高
松
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
皆
様
は
大
会
準
備
が
と

て
も
大
変
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
素
晴
ら

し
い
地
区
年
次
大
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
勢
い

で
来
年
も
引
き
続
き
有
意
義
な
地
区
年
次
大
会

が
開
催
で
き
る
よ
う
準
備
に
い
そ
し
ん
で
お
り

ま
す
。

　
開
催
場
所
は
県
中
央
部
の
吉
野
川
市
で
の
開

催
と
な
り
ま
す
。
大
変
小
さ
な
街
で
の
開
催
と

な
り
ま
す
が
、
精
一
杯
の
お
も
て
な
し
と
、
手

作
り
感
あ
ふ
れ
る
、
こ
じ
ん
ま
り
し
た
大
会
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
ま
け
ま
け
い
っ
ぱ
い
の
お
も
て
な
し
　
阿
波
の

真
心
！
Ｗ
ｅ 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
！
」
で
す
。

　
徳
島
の
方
言
、
阿
波
弁
で
「
ま
け
ま
け
い
っ

ぱ
い
」
と
は
「
こ
ぼ
れ
そ
う
な
ほ
ど
い
っ
ぱ
い
」

と
い
う
意
味
で
す
。「
こ
ば
れ
そ
う
な
ほ
ど
た
く

さ
ん
の
お
も
て
な
し
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す

の
で
、徳
島
で
ゆ
っ
く
り
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
会
員
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、

関
係
者
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
来
年
４
月
吉
野
川
市
で
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■と　き／2023年4月22日（土）・23日（日）
■ところ／吉野川市民プラザ

●
大
会
事
務
局
長

　井
内

　高
志
（
鴨

　島
）

●
副
委
員
長

●
大
会
事
務
局
会
計

　原
田

　和
典
（
鴨

　島
）

・
寺
田

　正
博

・
圃
山

　
　登

・
村
田

　浩
司

・
中
川

　政
彦

・
喜
田

　和
彦

・
門
田

　
　隆

・
三
居

　
　誠

・
関

　
　勝
美

・
齋
藤

　
　徹

・
平
松

　義
孝

・
津
川

　
　旭

・
島
出
恵
美
子

・
高
岡

　卓
史

・
米
田

　
　剛

・
永
尾

　勝
彦

・
友
枝

　幹
雄

・
矢
野

　藍
秀

・
武
市

　賢
二

・
山
本
菊
太
郎

・
岸
本

　直
樹

・
大
岡
清
次
郎

・
小
田

　一
夫

・
井
内

　高
志

・
西
渕

　正
和

・
岩
丸

　正
史

・
徳
永

　和
子

（
徳

　島
）

（
小
松
島
）

（
阿

　南
）

（
徳
島
南
）

（
阿
波
勝
浦
）

（
徳
島
マ
リ
ン
ピ
ア
）

（
徳
島
す
だ
ち
）

（
徳
島
中
央
）

（
石

　井
）

（
徳
島
城
山
）

（
上

　板
）

（
徳
島
吉
野
川
）

（
土

　成
）

（
徳
島
や
ま
も
も
）

（
徳
島
眉
山
）

（
鳴

　門
）

（
藍

　住
）

（
板

　野
）

（
鳴
門
西
）

（
北

　島
）

（
阿
波
池
田
）

（
脇
）

（
鴨

　島
）

（
阿

　波
）

（
神

　山
）

（
徳
島
藍
）

「まけまけいっ
ぱいのおもてなし

　　 阿波の真心！ Ｗｅ　Ｓｅｒｖｅ
！」

大会スローガン

地
区
年
次
大
会
の
ご
案
内
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ライオンズクラブ国際協会336-A地区　会議計画表
2022～2023年度 地区会議等実施計画

会議名称 開催日 場　所

地区名誉顧問会議

第1回 2022年　7月　9日 土 鴨島町 セントラルホテル鴨島

第2回 2022年 11月　5日 土 鴨島町 セントラルホテル鴨島

第3回 2023年　2月　4日 土 高知県

第4回 2023年　5月 20日 土 鴨島町 セントラルホテル鴨島

地区キャビネット会議

第1回 2022年　7月 10日 日 鴨島町 セントラルホテル鴨島

第2回 2022年 11月　6日 日 鴨島町 セントラルホテル鴨島

第3回 2023年　2月　5日 日 高知県

第4回 2023年　5月 21日 日 鴨島町 セントラルホテル鴨島

地区特別資金積立金
会計管理委員会 第1回 2022年 11月　5日 土 鴨島町 セントラルホテル鴨島

地区緊急援助引立金委員会 第1回 2022年 11月　6日 日 鴨島町 セントラルホテル鴨島

地区委員会

第1回
2022年

7～9月
・地区コーディネーター又は地区委員長が主宰し、会議の議長となる
・地区委員長・地区委員で構成する、必要に応じ地区コーディネータを
　招く
・その他の参加については目的に応じて招待する
・第4回は引継ぎ会を兼ねることが出来る

第2回 11～12月

第3回
2023年

2～3月

第4回 5～6月

リジョン会議

第1回
2022年

7～9月
・RCが主宰し、会議の議長となる
・RC、ZCで構成し、 可能であれば 地区コーディネーターを招く
・地区GAT・GMA委員、その他の参加については目的に応じて招待する
・第4回は引継ぎ会を兼ねることが出来る

第2回 11～12月

第3回
2023年

2～3月

第4回 5～6月

ガバナー諮問委員会
（ゾーン会議）

議長はゾーン・チェアパーソンが務め、ゾーン内のすべてのクラブ会長、クラブ第一副会長、クラブ幹事が参加します

第1回

2022年

7～9月

奉仕及び、会員満足度を焦点に会議を行う
GAT・GMA地区委員、LCIF地区委員（可能であれば地区GSTコーディ
ネーターや会員満足度チームリーダー、地区LCIFコーディネーター）
によるプレゼンテーションを企画し、クラブ会長・副会長・幹事に加え
クラブ奉仕委員長、クラブLCIFコーディネーターを招く

第2回 11～12月
会員増強を焦点に会議を行う
GAT・GMA地区委員（可能であれば地区GMTコーディネーターや地区
SCP・FWTコーディネーター）によるプレゼンテーションを企画し、
クラブ会長・副会長・幹事に加えクラブ会員委員長を招く

第3回
2023年

2～3月
指導力育成を焦点に会議を行う
GAT・GMA地区委員（可能であれば地区GLTコーディネーター）に
よるプレゼンテーションを企画し、クラブ会長・副会長・幹事を招く

第4回 5～6月 （任意）将来を焦点に次期クラブ役員を招待することもできる
アワード授与式など楽しいイベントを企画し行いうことができる

キャビネット引継会 2023年 4月〜6月 各役職に応じてよいタイミングで行う

第69回地区年次大会 2023年 4月23日 日本フネン市民プラザ (吉野川市民プラザ)

※日程は、他の行事の開催で変更することがあります。

3
3
6
︱
A
地
区 

会
議
計
画
表
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202２～202３年度　アワード選考会ルール及び日程

2023年2月1日（水）
クラブの提出期限

クラブは、期日までにRC・ZC・地区委員・高松キャビネットに提出する。
（地区公式サイトにてアップロードする）

2月15日（水）
リジョン内集計、協議、委員会提出期限

１）各RCはZC・地区委員を招集しリジョン会議を開く。
　　RC・ZC・地区委員は主管するアワードについて、リジョン内の集計を
　　行う。

２）地区委員会主管のアワードは、各地区委員が主導して説明、協議する。
　　各Rの地区委員は、地区委員長に対し報告する。

３）RC主管のアワードはRCが主導して協議し、キャビネットに報告する。

2月24日（金）
地区委員会決定、キャビネット報告期限

各地区委員長が地区内の９人の委員を招集し、主管の地区委員会別にアワード
を決定する。（担当副幹事を出席させるも可）
※委員長は結果をキャビネット及び、RC・及びZCに（最終選考会までに）報告する。

3月4日（土）
キャビネット最終選考会

鴨島キャビネットにて最終選考会（下記メンバー）
　　　　　　　・3役（ガバナー・幹事・会計）　3名
　　　　　　　・RC　　　　　　　　　　　　　9名
　　　　　　　・常任委員長　　　　　　　　　 5名
　　　　　　　・副幹事　　　　　　　　　　 　8名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　25名

（注）上記アワードの対象となる2022年2月～6月分は、高松キャビネットから引き継いで、2023年2月～6月分は、次期キャビネットへ
　　　引き継いでいきます。

2022年～2023年度
ガバナーズ・アワードについて

　
市
村
通
夫
ガ
バ
ナ
ー
の
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
感
謝
を
込
め
て
W
e
S
e
r
v
e
」

で
す
。前
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
恋
し
い
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活
動
が
十
分
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。今
年
度
も
先
が
見
通
せ
な
い
状
況
が
続
き
そ
う
で
す
。し
か
し
、
今
こ
の
よ
う
な

時
だ
か
ら
こ
そ「
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
を
考
え
る
チ
ャ
ン
ス
」と
と
ら
え
、時
代
に
合
っ
た

ク
ラ
ブ
運
営
や
奉
仕
活
動
を
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
ア
ワ
ー
ド
の
選
考
は
Ｒ
Ｃ
・
Ｚ
Ｃ
、地
区
委
員
長
・
地
区
委
員
の
方
々
が
主
役
で
す
。

最
終
的
に
は
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
選
考
委
員
会
で
調
整
し
決
定
し
ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の

ク
ラ
ブ
の
思
い
や
地
域
事
情
な
ど
を
鑑
み
た
様
々
な
活
動
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
考

主
管
が
一
番
よ
く
分
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
ガ
バ
ナ
ー
ズ
・
ア
ワ
ー
ド
が
皆
さ
ま
の
活
動
の
励
み
と
な
り
、
ク
ラ
ブ
の
発
展
に

役
立
つ
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
各
ク
ラ
ブ
は
2
0
2
2
年
2
月
1
日
〜
2
0
2
3
年
1
月
31
日
の
対
象
期
間
内
に
実

施
さ
れ
た
項
目
を
申
請
書
に
記
入
し
、
参
考
資
料
を
添
え
て
、
所
属
の
Ｒ
Ｃ
、Ｚ
Ｃ
、
地
区

委
員
及
び
鴨
島
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

2
0
2
2
年
2
月
1
日
〜
2
0
2
3
年
1
月
31
日
を
対
象
と
し
ま
す
。

（
2
0
2
1
年
2
月
1
日
〜
6
月
30
日
は
前
年
度
対
象
分
）

2
0
2
3
年
2
月
1
日
〜
6
月
30
日
ま
で
の
申
請
は
、次
期
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
申
し

送
り
ま
す
。

1

　

 

選
考
の
方
法

2

　

 

ア
ワ
ー
ド
の
種
類

3

　

 

表
彰
の
方
法

4

　

 

申
請
に
つ
い
て

27
頁
参
照

A 

年
次
大
会
に
お
け
る
表
彰

B 

後
期
分
の
引
継
ぎ

ガ
バ
ナ
ー
ズ
・
ア
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
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地区ガバナーズ・アワードの種類（2022ー2023年度）
対象期間：2022年2月1日～2023年1月31日

（A）クラブ表彰
種　類 授与基準 アワード 選考主管

1 ガバナー特別賞 全てのアクティビティにおいて優秀とされるクラブ 特別賞

キャビネット

2 新規アクティビティ賞 新しい奉仕事業に取り組み、アイディア等で成功したクラブ 優秀賞
3 事業資金獲得賞 アクティビティ資金捻出にあたり、優れた企画をし実践しているクラブ

金・銀・銅4 エクスステンション賞・
支部賞

・結成に至る経緯・経過・結果等を対象とする
・クラブ支部結成最多クラブ
・クラブ支部結成エクスステンションに卓越した成果を上げたクラブ

5 グッドスタンディング賞 グッドスタンディング賞授与基準による優秀なクラブ
6 特別クラブ功労賞 周年行事を始め、各賞に該当しないが貢献が特に著しいクラブ

相当数
7 100％クラブ幹事賞 任期中目立った業績を残し、国際本部より送付されたクラブ優秀賞を受賞したクラブ幹事を表彰

する。ガバナーによってのみ授与される。

8 地区奉仕活動特別賞 １）子ども食堂への支援に優れた活動を行ったクラブ（子ども食堂の立ち上げや支援金・食材・備品等の寄付）
２）フードバンクへの支援に優れた活動を行ったクラブ（支援金・食材・備品等の寄付をおこなったボランテイアスタッフ） 金・銀・銅

9 会員増強賞 純増2名以上・女性会員（比率30％台）・家族会員増強賞

金・銀・銅 GAT・会則
委員会

10 公式行事出席優秀賞 ガバナー公式訪問・諮問委員会・クラブ委員長スクール等出席優秀クラブ
11 アクティビティ特別賞 家族会員のアクティビティ参加。人員、相当内容、結果により評価
12 CQI（クラブ活性化）賞 クラブ活性化のイノベーション（革新）行動計画を立案し、実践したクラブ
13 クラブ会報優秀賞 クラブ会報誌評価による

金・銀・銅 MC・地区誌・
大会参加委員会14 ライオンズ情報・

マスコミ報道優秀賞
・ホームページ・フェイスブック等の活用や、物資の寄贈などでライオンズクラブを地域社会に大きくアピールしたクラブ
・アクティビティをマスコミに取り上げられ、回数や内容の優れたクラブ

15 大会参加特別賞 国際大会、OSEALフォーラム、複合・準地区年次大会に積極的に参加したクラブ 特別賞

16 健全育成功労賞 ・青少年に夢と希望を与える機会を提供したクラブ
・青少年に奉仕の機会を提供したクラブ 優秀賞

青少年・
LCIF・

ライオンズ
クエスト委員会

17 ありがとうはがき賞 ありがとうはがきの主旨を実践した
18 平和ポスター賞 平和ポスターコンテストによる 優秀賞
19 MJF賞 年間のべ3名以上、又は3口以上

金・銀・銅
20 LCIF賞 LCIFに貢献の著しいクラブ

21 ライオンズクエスト賞
・クラブ主催のワークショップ、もしくはセミナーを開催した
・ワークショップに教員を２名以上支援した
・ワークショップに参加、ライオンズクエストに寄付をしたクラブ
・ライオンズクエストの普及活動に貢献した

22 FWT賞 支部結成・ヘアードネーション（小児がん対策）・こどもみらい古本募金 金・銀・銅 SCP・FWT

23 環境保全賞
・環境保全に著しい功労があった　　・花壇の整備・植樹
・海岸、河川敷等主にプラスチックゴミ等除去活動を行ったクラブ
　上記活動に対する写真コンテスト

優秀賞・努力賞
環境保全・

保健福祉委員会

24 リサイクル賞 古切手・書き損じはがき・眼鏡・ペットボトルキャップの回収

25 保健福祉賞
・献血協力部門
・献眼協力部門
・献腎協力・臓器提供部門
・骨髄バンクドナー登録・骨髄提供・ドナー休暇制度部門

26 糖尿病啓発賞 糖尿病啓発活動
優秀賞・貢献賞27 社会福祉賞 社会福祉施設等への功労

28 薬物乱用防止活動賞 教育現場への啓発活動

29 アラート賞
１）災害対策部門
２）救援対策部門
３）アラート委員会活動

優秀賞・貢献賞 アラートチーム

30 YCEプログラム優秀賞 YCEに関する資料作成・企画等に貢献したクラブ 優秀貢献賞

YCE・
国際関係・

ライオンズレオ
委員会

31 国際関係賞
１）地元留学生・技術実習生に対する援助 金・銀・銅
２）海外クラブとの姉妹締結 特別友好賞

32 国際交流賞 地元国際交流協会等との連携事業 特別賞

33 ライオンズレオ優秀賞
１）レオクラブをスポンサーしたクラブ 功労賞
２）レオクラブの活動強化に貢献したクラブ 功労・努力賞

34 DX推進賞 ・クラブでITを活用してコストの低減を行ったクラブ
・FB,Mylionなどを活用して、クラブの活性化を実現した 優秀・努力賞 ＤＸチーム

35 同好会優秀賞 従来の発想を超えた同好会で、クラブ運営や外部へのMC（マーケティングコミュニケーション）
効果に貢献し、実績を出したクラブ 金・銀・銅 副幹事

（B）個人表彰
種　類 授与基準 アワード 選考主管

特別功労ライオン賞 ライオニズム高揚に特に貢献のあった会員

相当数 キャビネット

大会出席・フォーラム出席賞 各種大会出席でライオニズムの効用を実践した会員
地区年次大会 5回以上からの出席
OSEALフォーラム 5回以上からの出席
国際大会 5回以上からの出席
骨髄バンクドナー登録・骨髄
提供 登録者・提供者全員

新入会員スポンサー賞 2人目から5人目の子会員はのぞく

（C）一般表彰
1 ノンライオンの型でライオンズクラブの奉仕活動に特別の功績のあった方
2 献眼・献腎・献骨髄をされた方（その都度ガバナーより感謝状を贈る）

（Ｄ）その他　既存のアワード以外にも地区独自のものを検討しています

地
区
ガ
バ
ナ
ー
ズ
・
ア
ワ
ー
ド
の
種
類
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2022ー2023年度　周年行事 予定一覧

R Z クラブ名 周年 予定日 会　場

1 3 松山南 45 2023年2月25日 土 ANAクラウンプラザホテル松山

2
1 新居浜中央 45 未定 記念例会のみ

2 今治くるしま 30 2023年3月5日 日 今治国際ホテル

3

1 野村 45 2023年4月（予定） 未定

2 伊方 45 未定 未定

2 八幡浜みなと 40 未定 未定

4

1 髙松フェニックス 10 未定 未定

4
高松栗林 60 2023年4月16日 日 高松国際ホテル

高松空港 20 未定 ザ　チェルシー

5

1
丸亀 65 2022年11月6日 日 オークラホテル丸亀

綾歌郡 55 2022年11月20日 日 未定

2
観音寺 65 2023年3月（予定）

三豊 50 2022年10月30日 日 琴参閣

6

1 高知東 40 2023年3月19日 日 三翠園

2

須崎 60 2023年4月（予定） 須崎市立市民文化会館（予定）

伊野 55 2022年10月25日 火 未定

中土佐 40 2023年4月16日 日 黒潮本陣（高岡郡中土佐町久礼）

7 2

高知南 30 2023年 ザ クラウンパレス新阪急高知

高知よさこい 20 2023年4月2日 日 城西館

高知りょうま 25 2023年3月12日 日 三翠園

8 1

小松島 60 2023年5月7日 日 未定

徳島南 50 未定 徳島県建設センター

阿南 60 2023年３月（予定） 未定

阿波勝浦 45 2022年9月25日 日 月ヶ谷温泉「月の宿」

9
1 鳴門 60 2023年4月16日 日 未定

2 阿波池田 60 2022年11月20日 日 未定

2022年7月現在

周
年
行
事
予
定
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ライオンズクラブ国際協会336-A地区
2022ー2023年度　地区ガバナー公式訪問

開催日 時　間 R 場　所

2022年 8月6日 土 ・会　議 13：00～15：15
・懇親会 15：30～16：45 4 高松国際ホテル

2022年 8月7日 日 ・午後（未定） 5 まなべ結婚式場

2022年 8月20日 土
・受　付 13：00～13：30
・会　議 13：30～17：00
・懇親会 17：15～18：45

6 新ロイヤルホテル四万十

2022年 8月21日 日
・受　付 13：30～13：50
・会　議 14：00～17：00
・懇親会 17：10～18：30

7 ザ クラウンパレス新阪急高知

2022年 8月27日 土

・受　付 14：00～
・全体会 14：30～16：20
・分科会 16：30～17：30
・懇親会 18：30～19：30

8 JRホテルクレメント徳島

2022年 8月28日 日 ・14：30～16：20 9 JRホテルクレメント徳島

2022年 9月3日 土 ・会　議 14：00～
・懇親会 17：00～ 2 今治国際ホテル

2022年 9月4日 日 ・会　議 15：00～17：30
・懇親会 18：00～19：30 1 道後山の手ホテル

2022年 9月10日 土 ・13：30～ 3 御荘文化センター大研修室

次　第（例）
１．開会宣言

２．国旗掲揚

３．国歌及ライオンズ・ソング斉唱　---※1

４．出席者紹介

５．歓迎の言葉 地元の地区名誉顧問　又はRC

６．訪問の挨拶 地区ガバナー・副地区ガバナー

７．地区ガバナー地区運営方針説明 地区ガバナー

８．コーディネーター・委員会からの要望 コーディネーター・委員長 又 は委員

９．クラブからの報告・要望・質問 クラブ会長が話、ガバナーが対応

10．キャビネット事務報告、連絡事項 キャビネット幹事

11．閉会宣言

12．懇親会　--------------------　※2

※  　No.7～10はキャビネット幹事が進行を扱う

※1 「ライオンズヒム」もしくは「ライオンズクラブの歌」を選択してください

※2　懇親会は勧められていますが状況により開催の判断はRCにお任せします

※3　時間は、懇親会を省いて2～3時間を目安にしてください

※4　クラブからの参加は、会長・第一副会長・幹事・会計

地
区
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
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336-A地区会員現況

松山ホスト
松山東
砥部
松山つばき
松山城山
Z小計
松山道後
伊予
松山西
松前
松山北
松山湯築
松山城東
Z小計
北条
松山中央
松山南
松山金亀
松山白鷺
松山センチュリー
Z小計
R合計  
新居浜
新居浜中央
新居浜別子
新居浜ひうち
Z小計
今治
今治中央
今治東
今治くるしま
Z小計
伊予三島
川之江
伊予土居
四国中央法皇
川之江中央
Z小計
西条
東予
伊予小松
西条石鎚
Z小計
R合計
大洲
宇和
内子
野村
Z小計
八幡浜
三瓶
伊方
保内
八幡浜みなと
Z小計
宇和島
伊予吉田
南宇和
鬼北
Z小計
R合計  

37
48
56
64
42
247
57
41
50
22
29
62
27
288
20
117
45
57
67
40
346
881
61
12
29
45
147
57
47
42
41
187
39
48
50
32
18
187
67
52
13
44
176
697
42
46
51
16
155
37
14
34
15
43
143
34
20
34
37
125
423

34
52
56
62
46
250
56
43
53
20
30
48
25
275
0

111
45
59
67
34
316
841
60
11
30
47
148
58
46
41
38
183
40
39
50
32
17
178
70
52
13
40
175
684
41
42
48
16
147
37
14
35
14
41
141
32
20
35
38
125
413

-3
4
0
-2
4
3
-1
2
3
-2
1
-14
-2
-13
-20
-6
0
2
0
-6
-30
-40
-1
-1
1
2
1
1
-1
-1
-3
-4
1
-9
0
0
-1
-9
3
0
0
-4
-1
-13
-1
-4
-3
0
-8
0
0
1
-1
-2
-2
-2
0
1
1
0
-10

R Z

1

1

2

3

1

2

3

1

2

3

4

2

3

クラブ名 期首 6月末 増減
0
0
14
42
0
56
0
0
9
0
8
3
0
20
0
0
0
5
0
4
9
85
2
0
2
0
4
6
0
2
1
9
2
13
22
2
0
39
25
12
0
12
49
101
0
10
19
0
29
0
0
0
0
0
0
2
0
5
9
16
45

家族会員
高松
小豆島
小豆島東
高松葵
高松南
高松フェニックス
Z小計
高松東
高松西
直島
八栗
高松源平
Z小計
東かがわ
長尾
志度
三木さぬき
高松グリーン
Z小計
高松玉藻
高松栗林
高松屋島
高松紫雲
高松空港
高松北
Z小計
R合計
丸亀
坂出
坂出白峰
綾歌郡
丸亀京極
うたづ
坂出シニア
Z小計
観音寺
善通寺
多度津
三豊
こんぴら
観音寺中央
Z小計 
R合計
高知
高知柏
高知東
高知北
高知桜
Z小計
須崎
土佐
伊野
佐川越知
中土佐
Z小計
四万十
土佐清水
宿毛
大方
大正
Z小計 
R合計 

34
44
29
34
22
27
190
45
55
25
30
31
186
40
34
22
51
17
164
10
43
40
59
25
34
211
751
99
40
128
19
64
38
48
436
45
42
61
46
50
23
267
703
68
58
45
37
37
245
26
45
30
20
21
142
57
40
20
23
14
154
541

31
43
26
37
20
20
177
48
46
24
27
30
175
37
31
46
51
16
181
16
39
33
59
26
30
203
736
94
36
129
21
67
33
39
419
42
38
61
41
45
23
250
669
73
54
44
36
37
244
25
46
28
19
21
139
58
38
19
23
14
152
535

-3
-1
-3
3
-2
-7
-13
3
-9
-1
-3
-1
-11
-3
-3
24
0
-1
17
6
-4
-7
0
1
-4
-8
-15
-5
-4
1
2
3
-5
-9
-17
-3
-4
0
-5
-5
0
-17
-34
5
-4
-1
-1
0
-1
-1
1
-2
-1
0
-3
1
-2
-1
0
0
-2
-6

4

1

2

5

6

1

2

1

2

3

3

4

0
7
1
10
7
4
29
9
13
0
10
7
39
11
0
4
24
0
39
6
2
9
16
0
5
38
145
0
4
70
5
24
4
8

115
0
3
21
0
25
0
49
164
8
14
14
13
10
59
0
0
7
4
0
11
11
4
0
3
2
20
90

高知鷹城
室戸
南国
土佐香南
高知鏡川
Z小計
高知黒潮
土佐山田
土佐本山
高知南
高知よさこい
Z小計
高知桂
高知中央
高知安芸
高知りょうま
Z小計
R合計
徳島
小松島
阿南
徳島南
阿波勝浦
徳島マリンピア
徳島すだち
Z小計
徳島中央
石井
徳島城山
上板
徳島吉野川
土成
徳島やまもも
Z小計  
R合計
徳島眉山
鳴門
藍住
板野
鳴門西
北島
Z小計
阿波池田
脇
鴨島
阿波
神山
徳島藍
Z小計  
R合計  

53
30
30
37
33
183
69
9
30
34
43
185
40
60
42
63
205
573
13
28
48
12
25
36
72
234
18
19
49
32
36
30
30
214
448
27
38
35
31
17
41
189
26
41
30
18
13
32
160
349

52
26
26
33
33
170
66
7
28
30
38
169
36
57
40
62
195
534
10
26
51
12
23
35
70
227
16
19
37
30
35
29
29
195
422
27
39
33
30
17
45
191
25
40
30
16
13
28
152
343

-1
-4
-4
-4
0
-13
-3
-2
-2
-4
-5
-16
-4
-3
-2
-1
-10
-39
-3
-2
3
0
-2
-1
-2
-7
-2
0
-12
-2
-1
-1
-1
-19
-26
0
1
-2
-1
0
4
2
-1
-1
0
-2
0
-4
-8
-6

7

1

2

8

9

1

2

1

2

3

10
4
1
10
3
28
0
2
6
0
11
19
2
17
4
21
44
91
0
11
15
3
2
0
0
31
0
6
13
0
0
0
6
25
56
0
0
0
0
0
2
2
0
4
6
0
0
5
15
17

期　間：2021年7月度～2022年6月度

＊7月1日時点でのServannaAでの月別会員数
　となります。
　ServannaAと国際協会のMyLCIとは切断
されているため情報の反映に時差が生じて
います。

　家族会員数は再掲です。

R Z クラブ名 期首 6月末 増減 家族会員 R Z クラブ名 期首 6月末 増減 家族会員

地区合計 5414 5177 794-237

3
3
6
︱
A
地
区
会
員
現
況
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私たちがキャビネットスタッフです

編

集

後

記

副幹事・事務局長

齋藤　翠
（石井）

副幹事・青少年、
LCIF、ライオンズクエスト

北島　カナエ
（徳島藍）

副幹事・YCE、
国際関係、ライオンズレオ

岡田　理絵
（鳴門）

副幹事・事務局次長

豊永　寛二
（徳島マリンピア）

会　計

阿部　稔
（鴨島）

監査委員

東條　昭二
（板野）

監査委員

藤田　實
（徳島マリンピア）

幹　事

後藤田　邦裕
（鴨島）

副幹事・事務局次長

竹内　安彦
（城山）

副幹事・副会計

原田　和典
（鴨島）

副幹事・MC、
地区誌編集委員会

江富　久雄
　（北島）

副幹事・環境保全、
保健福祉

吉本　憲二
（土成）

3
3
6
―
A
地
区
情
報
セ
ン
タ
ー

（
各
種
資
料
等
作
成
の
サ
ポ
ー
ト
）

■
セ
ン
タ
ー
長

長
尾

　和
彦

■
事
務
局
員

西
木

　千
秋

西
岡

　千
種

■
事
務
局
員

佐
藤

　陽
子

鍋
島

　明
弘

　7
月
に
第
一
号
を
発
行
と
い
う
前
提

で
取
り
組
ん
で
き
た
た
め
、
関
係
各
位

の
皆
様
方
に
は
投
稿
ま
で
の
期
間
の
短

さ
ま
た
、
原
稿
の
文
字
数
な
ど
で
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度

第
一
号
が
予
定
通
り
発
行
で
き
ま
し
た

こ
と
は
関
係
各
位
の
皆
様
方
の
ご
協
力

の
お
陰
と
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　地
区
誌
は
会
員
間
の
情
報
の
共
有
を

図
っ
て
い
く
こ
と
の
手
段
と
し
て
ま
た
、

よ
り
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
地
区
誌
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

次
号
以
降
さ
ら
に
内
容
を
充
実
さ
せ
て

い
く
所
存
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
方

か
ら
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〒776-0010  徳島県吉野川市鴨島町鴨島155番地６
tel  0883-36-1442　fax  0883-36-1443
mail:kamojimacab@lci336a.org

● 用紙の大きさは、33×50cm以上50×60cm以下の画用紙を使用。
● ポスターには、どの言語であれ、言葉や数字を使ってはならない。
● 鉛筆・クレヨン・マジックペン・絵の具・チヨ－クなどを使うことができる。
● 立体作品は受け付けない。のり・テープ・ホッチキスなどいかなる物も添付できない。
● 応募作品は、郵送用の筒に巻いて入れられるように柔軟性のある物でなければならない。
● 生徒一人につき１点だけ提出できます。単独で描いたものに限ります。
● 写真を用いてはならない。コンピューターで制作してはならない。

応 募 規 程

応 募 締 切

2022年 11月 15日に
11歳、12歳または13歳になっている児童・生徒
（有資格の誕生日は2008年 11月 16日から2011年 11月 15日です。）

2022年 11月 15日（火）

応募できる方

◇テーマ

  思いやりのあるリーダーになろう

国際平和ポスターコンテスト
作品募集

第35回

2022～ 2023年度
ライオンズ国際協会
336-Ａ地区　鴨島キャビネット事務局
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第33回336-A地区最優秀賞ライオンズ国際平和ポスター・コンテストをスポンサーしてくださり、あり
がとうございます !このコンテストは、地域の子どもたちと共に、平和、寛容
さ、国際理解を推進する素晴らしい機会です。平和を考え、それが自分たち
にとって何を意味するかを独創的に表現し、その独自のビジョンを世界の
人々と分かち合うことを、11歳から13歳の子どもたちに奨励します。

平和ポスター・コンテストの審査
各ポスターは、独創性、芸術性、テーマをどう表現しているかについて審査
されます。ポスターは、地域、地区、複数地区、そして国際的なレベルと、いく
つかの段階で審査されます。国際レベルでは、芸術、平和、青少年、教育、マ
スコミの各分野から選ばれた審査員が、1人の大賞受賞者と23人の優秀
賞受賞者を決定します。

●1名の国際大賞受賞者には5,000ドルが授与され、特別授賞式に招待
　されます。
●23名の優秀賞受賞者には、それぞれ50米ドルの賞金と表彰状が贈ら
　れます。
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